
第2章 近畿における土器 ・陶磁器の様相

は じめ に

近畿には、近世を代表する遺跡が多 く点在す る。摂津(大 阪府)の 大坂城 ・大坂城下町

跡 ・堺環濠都市遺跡、山城(京 都府)の 京都 な どの大都市 をはじめ、播磨(兵 庫県)の 明

石城武家屋敷跡 ・姫路城跡 な どの城下町でも活発に調査 してい る。ただ、広域 に調査す る

例は少ない。

そ うした状況ではあるが近畿の41遺 跡 を統一 した方法によ り計測分析 をおこない、土

器 ・陶磁 器の産地別組成 と用途別組成か ら、各遺跡の特徴 を明らかに した結果 、これ らを

4つ に分類することができ、それ らを1都 市型遺跡、11城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡、

IV集 落型遺跡 と名付 けた。

本章では、4類 型の土器 ・陶磁器の様相 を記述す るが、その際には、各類型 の代表的な

遺跡 として、1で は大坂城跡 ・大坂城下町跡、IIで は明石城武家屋敷跡、皿では伊丹郷町

遺跡 、IVで は中百舌鳥遺跡 を各節の冒頭で分析 し、これ と共通性 を示す遺跡 を比較す る形

で、それぞれの類型 ごとの特色を明確 にす る。最後の第5節 においてはこれ ら4類 型 を比

較 し、近畿全体の土器 ・陶磁器 の様相 を論 じることとしたい。

なお、対象時期 は 「近世」と称 している。「近世」の始 ま りについては諸説がある。土器 ・

陶磁器で考 えた場合、「桃山陶器」の出現、連房式登窯の導入 による技術的変化 などがみ ら

れ る16世 紀後期からを対象 とす るのが妥 当である。それ以降の江戸時代 も含む遺跡 ・遺

構 を対象 とする場合、16世 紀末～17世 紀前期の間を初現 とす る遺跡 が多いため、この時

期か らとした。

第1節 近畿 の都市型遺跡 におけ る土器 ・陶磁器 の様相

1大 坂 城 跡(第1・2図 一1)

近畿の代表遺跡 として、まず取 り上 げたいのは大阪市域に所在す る大坂城跡 ・大坂城下

町跡 である。 これ ら遺跡では近世 を通 じて良好 な遺構が認め られ、 ここでは16世 紀末～

17世 紀前期、17世 紀後期～18世 紀前期、18世 紀後期～19世 紀前期 にかけて産地別組成

に大きな変化 がみ られる。 したがって、 これを画期 とみて三期にわけて土器 ・陶磁器の様

相 を明らかにす る。
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大坂の都市 としての営みは戦国時代の石 山本願寺寺内町に始ま り、豊臣期には政権の中

心地 とな り、元和元年(1615)の 大坂夏の陣以降、江戸時代 を通 して商業都市 として栄 え

た。発掘調査は主郭部及び三の丸までの範 囲を 「大坂城跡」、惣構 え部及び船場町や道修町

などを 「大坂城下町跡」 とわけている。 しか し、出土す る土器 ・陶磁器の様相 は大坂城跡

と大坂城 下町跡 とでは産地 ・用途別組成に大きな差異がないため、研究報告等 では両遺跡

を 「大坂城跡」の様相 として記述 されてい る。したがって、筆者 もその踏襲 を考慮 した(以

後、大坂城跡 と略す)。 なお、遺構 の年代観 については筆者が遺構の検出状況 ・遺物組成 か

ら考究 した。

①16世 紀末 ～17世 紀 中期

16世 紀末～17世 紀前期 の良好な遺構 としてOJ92-18SK505が あ り、これ は元和元年

(1615)の 大坂夏の陣に伴 う廃棄土坑である。産地別組成を比率の高い順 に列記す ると土

師質土器31%、 中国製磁器22%、 肥前陶器16%、 瀬戸美濃陶器15%、 軟質施紬陶器6%、

備前焼4%、 丹波焼2%、 朝鮮王朝陶磁器2.6%、 瓦質土・器1%、 信楽焼0.4%と 続 く(第

3図)。 用途別組成は食膳具86%、 調理具7%、 調度具6%、 貯蔵具1%で 、食膳具が遺

物の半数以上を占める(第4図)。

産地別組成で高い比率 を示 した土師質土器 の器種 は、皿 ・羽釜 ・焙烙 ・焼塩壺 ・甕 ・火

入れである。 この うち皿の数量が圧倒的に多 く、成形は手つ くねが主体である。胎土の色

調や細部の成形方法か ら数種 に分類できるが、それ らは広域 に分布 してお らず、 したがっ

て在地産 と考え られ る。

次いで比率が高いのは中国製磁器 である。また、同 じ貿易磁器に朝鮮王朝陶磁器があ り、

これ らの主な器種は碗 ・皿である。貿易磁器 は同時期の道修町や伏見町な どの町屋跡、三

の丸内の武家屋敷跡 においては、量産品 も含むが明末清初の景徳鎮窯の青花碗 ・皿.・鉢や

潭州窯系の赤絵の盤な どの高級食膳具 も多 く出土 し、その割合は高級 品3に 対 して量産品

2と 前者 が多い。

中国製磁器 に続 くのは肥前陶器で、主な器種 は碗 ・皿 などの食膳具である。 これ らの品

質は粗雑 な作 りの無文の量産 品が多いが、「桃 山陶器 」に分類 され る絵唐津 の懐石具も含 ま

れ る。その割合は3:2と 量産品が多いが高級 品も一定量出土す る。大坂城跡では、大坂

夏の陣に伴 う火災層の下面に慶長3年(1598)の 三の丸築造 に伴 う盛土が各所で検 出され

るが、この盛土及びそれに伴 う遺構では肥前陶器はほとん ど出土 しない。 しか し盛土の上
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層 にあたる夏の陣(火 災)層 及び遺構では一気 に出土量が増加す る。OJ92-18SK505の

産地別組成に もその状況が現れてい る。

肥前陶器に次 ぐ比率を示す のが瀬戸美濃陶器である。 品質は量産品の皿や天 目碗が 目立

つが、黄瀬戸 ・志野焼 ・織部焼は懐石具や茶器 などの 「桃 山陶器」 とよばれ る高級 品も一

定量出土す る。

土師質土器 、施紬陶器 ・磁器 に比べ ると低いが、これ らに続 くのが焼締陶器 である。そ

の比率は備前焼4%、 丹波焼2%、 信楽焼0.4%で 、すべて合わせて も10%に 満たない。

主な器種は播鉢 ・甕が出土す る。

本遺構では中国製磁器、肥前陶器、瀬戸美濃陶器な どの施紬陶器 ・磁器 は、産地別組成

でも高い比率を示 し、合わせ ると53%に な り、材質でわけた場合には施紬陶器 ・磁器 を中

心 とす る組成 とな る。 これ らの主な器種は食膳具であ り、用途別組成 において もこれ ら施

紬陶器 ・磁器 が食膳具で86%と 高い比率を示す。

OJ92-18SK505の 前段階である慶長3年(1598)の 三の丸築造に伴 う遺構 とす るOJ92

-18SK500の 産地別組成 では(第3図)
、土師質土器45%、 中国製磁器23%、 備前焼16%、

瀬戸美濃陶器15%、 肥前陶器3%と 続き、用途別組成は食膳具50%、 調理具30%、 貯蔵

具18%で あった(第4図)。OJ92-18SK505と 比較す ると土師質土器、中国製磁器、瀬

戸美濃陶器 とも比率値に大きな違いはない。その一方、備前焼は減少 し、肥前陶器 は5倍

以上の比率値 に変化 している。 この ことか ら、施紬陶器 ・磁器の増加 は肥前陶器の食膳具

が急増 したことが原因である と推定 される。 これは中世 の土師質土器 を主 とす る食膳具組

成か ら、施紬陶器 ・磁器 を主体 とする組成 に大 きく変化 したことを意味す ると考え られ、

ひいては施紬陶器 ・磁器の食膳具が 日用器 として定着 した現れであるとみなす ことができ

る。

この後、肥前陶器の急増傾 向は続 く。たとえば、1620年 代前期 と推定 され るAZ87-5

SX201で 土師質土器 ・瓦質土器を省 く産地別組成では(第3図)、 肥前陶器48%、 中国製

磁器18%、 備前焼13%、 丹波焼10%、 瀬戸美濃陶器9%が 続 く。 このなかで月巴前陶器の

比率はOJ92-18SK505で は中国製磁器や瀬戸美濃陶器 と近い値である。 しか し、AZ87

-5SX201に 至 るとそれ らを大きく上回る比率を示 し
、17世 紀前期 には肥前陶器が陶磁

器の主体へ と変化す る。また、焼締陶器 も前代で高い比率を示 していた備前焼 は減少 し、

丹波焼 と拮抗す る状況に変わる。

1630～40年 代 と考 えられるOJ92-18SK330は 廃棄土坑である。産地別組成を見てみ
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ると(第3図)、 土師質土器38.6%、 肥前陶器34%、 肥前磁器7%、 丹波焼5%、 中国製

磁器5%、 備前焼3.2%、 瀬戸美濃陶器2.7%、 東南アジア陶器3%と 続 く。用途別組成 は

食膳具72%、 調理具15%、 貯蔵具8%、 調度具5%で 、食膳具の比率が高い組成である(第

4図)。

土師質土器 は依然 として高い比率を示すが、肥前陶器 との比率差はごく僅か となる。 こ

れ らは在地産で、器種は皿が多 く、 これに羽釜 ・焙烙な どの土鍋類が続 くのは前代 と同様

である。肥前陶器 はAZ87-5SX201よ り比率 を上げ、土師質土器 と近接す る。主な器種

は前代 と変わ りなく、食膳具組成 において46.5%と 高い比率 を示す(第5図)。 また、こ

の時期か ら肥前磁器が出現 し、主な器種 は食膳具の碗 ・皿で、その組成 において12%と 肥

前陶器 に次 ぐ比率を示す。その一方で、中国製磁器5%、 瀬戸美濃陶器3%と 前代よ り比

率 を下げる。 これ らの主な器種は前代 と同様に食膳具である。 したがって、施紬陶器 ・磁

器の食膳具は中世から17世 紀初頭 までの中国製磁器 ・瀬戸美濃陶器を主 とす る組成 から、

肥前陶器 ・肥前磁器が中心 となる。

月巴前陶器 ・月巴前磁器の増加 はその後 も継続する。1640～50年 代 と考 えられるOJ92-33.

6層 では施紬陶器 ・磁器 の産地別組成 は肥前陶器51%、 肥前磁器26%、 中国製磁器14%、

瀬戸美濃陶器9%で(第3図)、 肥前陶器の比率が依然 として高いが、SK330段 階 と比べ

ると陶器 と磁器の比率幅が狭 くなる。1650～1660年 代 と考え られ るOJ92-15.5層 で

は肥前陶器51%、 肥前磁器24%、 中国製磁器16%、 瀬戸美濃陶・器9%で 、OJ92-33.6

層の組成が継続す る。これ ら施紬陶器 ・磁器 の主な器種は碗 ・皿 ・鉢な どの食膳具である。

このよ うに17世 紀前期～中期 には施紬陶器 ・磁器の食膳具は陶器 と磁器が近い数値 を

示す組成に変わる。但 し、大坂城跡の同時期の遺構では中国製磁器が肥前陶器 の比率 を上

回るか近い数値 を示す、または肥前磁器 が肥前陶器 を大きく上回るな どの遺構 も認 められ

る。 この ような組成の相異は検出 した地点の性格によるもの と考 えられ る。

施紬陶器・磁器 の様相が変化す る中で焼締陶器 も変わる。SK330で は丹波焼が急増す る。

主な器種は播鉢 ・甕で、調理具組成では丹波焼播鉢15%、 備前焼播鉢4%と 本産地が圧倒

的 に高い比率を示す(第6図)。 備前焼は、中世か ら17世 紀初頭まで焼締陶器の主体であ

った。 しか し、本 時期には丹波焼 に主体が移行 し、それ までの焼締陶器の組成 に変化がみ

られる。 この時期には備前焼の ような広域流通 品を受容す るのではな く、遺跡近郊 の丹波

焼 を主に受容 し始めた と考え られ る。
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②17世 紀後期 ～18世 紀 中期

17世 紀後期～18世 紀前期 の遺構 として広島藩蔵屋敷跡SK2018が 挙げ られ る。産地別

組成 をみると土師質土器46%、 肥前磁器32%、 肥前陶器12%、 瀬戸美濃陶器3.2%、 京

焼系陶器3.1%、 丹波焼3%、 堺 ・明石焼2%、 備前焼1.8%、 軟質施紬陶器0.08%、 中国

製磁器0.02%と 続 く(第3図)。 用途別組成ついては食膳具52%、 調度具28%、 調理具

17%、 貯蔵具3%と 依然 として食膳具 が高い比率を示す(第4図)。

この時期で も産地別組成で土師質土器 の比率が高いが、これは皿 ・焙烙 などの破損が著

しかったためである。個体数では次に比率が高い月巴前磁器 が50%近 い比率を示す。また、

土師質土器は成形や胎土の特徴をみる と在地産が多い と思われ る。

肥前磁器は産地別組成で主体 とな るが、その傾 向は広島藩蔵屋敷跡SK2018の 前段階 と

す る17世 紀後期 の旧中央体育館SK799か ら現れる。主な器種は前代 と同様に食膳具であ

る。計測分析 できなかったため数値 として示せ ないが、旧中央体育館SK799の 食膳具組

成はSK2018に 類似 し肥前磁器55%、 肥前陶器24%、 土師質土器18%と 、肥前磁器 の

比率が高い。 しか し、旧中央体育館SK799の 調度具組成では肥前磁器 はごく僅かであっ

たのに対 して、SK2018で は瓶類や香炉な どの増加 により調度具組成が比率を上げてお り、

この時期には食膳具以外の器種 も含めて大量に受容 してい ることがわかる。

肥前磁器 に次 ぐ肥前陶器 は、前代 より比率が下降す るが器種組成に大 きな変化はなく、

この ことか ら食膳具の主体は肥前磁器 に移行す るが、引き続 き肥前陶器 も一定量受容する

と考えられ る。

肥前磁器 ・月巴前陶器以外に、瀬戸美濃陶器 は伝世品 と考 えられ る 「桃 山陶器」の懐石具

や茶器、御深井の皿や髪水入れな どが僅かに出土す る。 この時期か ら新たに出現するのが

京焼系陶器である。産地別組成で示す よ うに比率は低い。主な器種は丸碗である。

焼締陶器は依然 として丹波焼の比率が高 く、主な器種 は揺鉢 ・甕である。 しか し、播鉢

は調理具組成をみ ると、この時期か ら出現す る堺 ・明石焼が12.4%と 比率が高い(第6図)。

同時期の旧中央体育館SK705で は丹波焼播鉢が80%を 示 してお り、本遺跡では前代に引

き続 き丹波焼播鉢 が中心だった と考え られ る。甕 も貯蔵具組成で丹波焼75%と 比率は高 く

(第7図)、 したがって、本遺跡では播鉢 ・甕の主な産地は、前代 と変わ りなく丹波焼 と考

えられ る。

18世 紀前期 の資料 として享保9年(1724)の 妙知焼 の火 災関係遺構 がある。 旧中央体

育館SK764は 妙知焼による火 災後の廃棄土坑であ り、産地別組成は肥前磁器65%、 土師
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質土器14%、 肥前陶器13%、 堺 ・明石焼4%、 丹波焼3%、 軟質施紬陶器1%と 続 く(第

3図)。 用途別組成 は食膳具73%、 調理具16%、 貯蔵具4%、 調度具7%と 食膳具が依然

として高い(第4図)。

肥前磁器は産地別組成 において広島藩蔵屋敷跡SK2018段 階よ り比率 を上げる。主な器

種は前代 と変わ りなく食膳具の碗 ・皿で、碗の器形 は丸碗 ・半球碗 ・筒型碗である。品質

は、前期では景徳鎮窯の食膳具や 「桃 山陶器」 に分類できる志野焼や絵唐津な どの懐石具

や茶器な どの嗜好品が中心であったが、本時期 には有 田町で生産 された柿右衛 門様式な ど

の色絵皿 ・鉢 、染付の碗 ・皿 など肥前磁器 の食膳具が高級品の主体 となる。 このよ うな高

級品が出土するが 「くらわんか手」な どの量産品も多 くあ り、その比率は高級 品40%に 対

して量産品が60%と 多い。他の地点でも量産品の 「くらわんか手」の碗 ・皿が大量に出土

し、産地別組成で肥前磁器 の比率が上昇す るのは、この量産 品の食膳具の増加 によると考

えられ る。

焼締陶器は堺 ・明石焼、丹波焼が出土す るが、前者の比率が高い。 同時期 とす る広島藩

蔵屋敷跡SK2003で は産地別組成で丹波焼の方が出土量は多い。堺 ・明石焼の主な・器種 は

播鉢 で、調理具組成では堺 ・明石焼が35%を 示す(第6図)。 本器種 は前代では丹波焼が

多 く出土 したが、SK764の 出土状況か ら堺 ・明石焼播鉢 に移行す ると考 えられる。丹波焼

の主な器種は播鉢 ・甕で、播鉢は先に述べた通 りだが、甕は貯蔵具組成で依然 として丹波

焼の比率が高 く、 これについては他産地か らの影響 はなかった。

このよ うに大坂城跡では、17世 紀後期～18世 紀前期 に肥前磁・器が増加 し、それまでの

土師質土器 を主とす る組成か ら肥前磁器 が中心 となる組成に変化 し、ここに画期が認め ら

れ る。

また、同 じ妙知焼 の資料 として住友銅 吹所跡 の享保9年(1724)の 妙知焼に伴 う焼土層

がある。本銅吹所 は・、住友家二代である泉屋理兵衛が寛永13年(1636)に 開設 した。そ

の後の元禄3年(1690)に 同敷地に本店 ・居宅 も併設 され、明治9年(1876)ま で世界で

も最大級の精錬所を誇っていた。製造 された銅 は国内ではもちろんのこと、オランダ東イ

ン ド会社を通 して海外に輸出 されていた。

本遺跡か らは精錬に関係す る遺構 を検 出 したが、住友家で使用 したであろ う陶磁器が多

量 に出土 し、 この うちで妙知焼に遭った遺物は実年代資料 として重要視 されてい る。

1今 井典子 「住友長堀銅吹所略史」『住友銅吹所跡発掘調査報告』財団法人 大阪市文化財協会1998年
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その施紬陶器 ・磁器の産地別組成 は中国製磁器58%、 肥前磁器37%、 京焼系陶器3%、

その他国産陶器1.8%と 続 く(第9図)。 用途別組成は食膳具94%、 貯蔵具1%、 調度具5%

と食膳具が高い比率である(第10図)。

産地別組成で比率が高いのは中国製磁器である。次の肥前磁器 の比率値 を大きく上回る

ため、これが主体であることがわか る。主な器種は食膳具で、装飾は明末清初 の青花 を含

むが、大半は清朝磁器 の色絵で最新の製 品である。碗 の器形は蓋付碗 ・端反碗、皿は丸皿 ・

輪花皿、鉢な ど豊富で、これ らの大半は組物である。

中国製磁器 に続 くのは肥前磁器で、中国製磁器 と比率値に大差 はあるが、次の京焼系陶

器 とも差異がみ られ る。器種 は食膳具の碗 ・皿 ・鉢で、装飾 は色絵が多 く、その中で金欄

手が 目立った。京焼系陶器 は色絵の碗、古清水の手鉢 ・箱物、銃絵の鉢な ど調度具が多 く

出土す る。

住友銅吹所跡では中国製磁器 、肥前磁器 は当時の最新 ・最高級 の製 品を主に受容 してお

り、特に清朝の色絵磁器が多量に出土する例は他に長崎の出島関係の遺跡 にあるのみで、

これ らが特別 なルー トで持ち込まれた可能性が高い。17世 紀後期～18世 紀前期は住友家

が銅精錬 か ら銅輸出や海外商品の輸入 を開始 し、銅 山の事業に進 出するな どの事業を拡大

した時期である・。それ に関係するのか元禄10年(1697)に オランダ商館長が銅吹所 を参

観 したことが、商館長 日記に記 されている。 この ような特別 な入手手段 を持 ち、さらに経

済的な発展によ り最高級品の食膳具を購入できた と思われ る。

住友銅吹所跡 に類似す る例 は、同 じ大坂城跡のOJ92-18地 点である。本地点は道修町

一丁 目に所在す る
。SK412は 宝永5年(1708)の 道修町大火 か、あるいは享保9年(1724)

の妙知焼の火 災資料 と考 えられ る。計測分析をお こなっていないため数値 は示せないが、

中国製磁器 ・ベ トナム磁器 の食膳具が多量に出土 し、国産では肥前磁器 ・京焼系陶器の食

膳具 もみ られた。 中国製磁器 は明末清初の伝世 品も多いが清朝磁器 も含まれ、これ らの多

くは組物である。本地点の周辺でもSK412の よ うに多量ではない ものの、貿易磁器や肥

前磁器の高級品が数点出土す る地点があ り、道修町周辺では上質の陶磁器 を多 く受容でき

る町人が居住 していた と考え られ る。

18世 紀 中期 とす るNWO4-1SK603は 廃棄土坑である。産地別組成 をみ ると土師質土

器33%、 肥前磁器23%、 京焼系陶器15%、 丹波焼10%、 堺 ・明石焼7%、 月巴前陶器6%

21と 同 じ
。
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と続 く(第3図)。 用途別組成 については食膳具41%、 調理具31%、 調度具25%、 貯蔵

具3%で あ り(第4図)、 調理具の割合 が上が り食膳具 と競合す る。

土師質土器は前代 と変わ りなく高い比率だが、それ は皿 ・焙烙 の破損が著 しいためで、

個体数値だ と肥前磁器 が50%以 上の比率を示す。主な器種は皿 ・焙烙であるが、火鉢 ・規

炉類 の比率が前代 より僅かに上がる。肥前磁器 の主な器種は食膳具の碗 ・皿で、その組成

では49%と 依然 として比率が高い(第5図)。

これ らに続 くのが京焼系陶器 であ り、17世 紀後期～18世 紀前期 より比率が上がる。主

な器種は碗 ・土瓶 ・土鍋である。京焼系陶器碗 は、広 島藩蔵屋敷跡SK2018で は僅 か5%

であったが、本遺構は18%と 比率を上げる(第5図)。 ・器形 は丸碗 ・筒型碗 ・半筒碗 ・小

杉碗 と多種 とな り、また陶器碗組成では肥前陶器碗 よ り比率を上回 る。 さらに、土瓶 ・土

鍋な どの調理具 もこの時期か ら急増 し、調理具が用途別組成 において前代 よ り比率を上げ

るのは、京焼系陶器の煮沸具 の増加によることも要因の一つ と考えられ る。

焼締陶器は丹波焼、信楽焼、堺 ・明石焼で、これ らでは丹波焼 が前期 と変わ らず高い比

率 を示す。前代では播鉢 ・甕 の主産地であったが、調理具組成 をみ ると堺 ・明石焼播鉢25%、

丹波焼播鉢1.8%で(第6図)、 播鉢 の主体が堺 ・明石焼に移行す る。甕 は、本遺構 では丹

波焼63%と 比率は高いが、信楽焼35%が 出現 し、新たな競争相手が現れ る(第7図)。 こ

のよ うに他産地 に移行す るとともに徳利がこの時期か ら急増す る。徳利は前代 ではごく少

量であったが、本遺構の調理具組成によると丹波焼徳利 は25%と 土師質焙烙に次いで高 く、

本時期に一気に増加することがわか る(第6図)。 徳利 は体部に屋号を釘彫 りされた 「貧乏

徳利」 と呼ばれ るものである。

③18世 紀後期 ～19世 紀 中期

18世 紀後期～19世 紀前期 にかけても産地 ・用途別組成で大き く変動す る。 この時期 の

遺構 であるNWO4-1SKO1の 産地別組成は、京焼系陶器46%、 肥前磁器21%、 土師質

土器9%、 丹波焼9%、 軟質施紬陶器3.2%、 堺 ・明石焼3%、 瀬戸美濃陶器2.8%、 瀬戸

美濃磁器2%と 続 く(第3図)。 用途別組成 は食膳具27%、 調理具53%、 調度具17%、

貯蔵具3%に わかれ る(第4図)。

京焼系陶器 は、前代まで比率が高かった土師質土器、月巴前磁器 に変わって産地別組成で

高い比率を示す。 この要因は京焼系陶器 の器種が多様化す るためである。前代 に主製品で

あった食膳具の碗 、調理具の土瓶 ・土鍋、調度具の灯火具が急増 し、特に調理具は著 しい。
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調理具組成で京焼系陶器土瓶58%、 京焼系陶器 土鍋17%と 、これ らで75%を 占める。用

途別組成において調理具の比率の上昇は煮沸具の増加によることが明 らか となった。 これ

は前代まで土器 ・陶磁器の中心が肥前磁器 の食膳具であったが、本時期にはその様相が変

化 し京焼系陶器の煮沸具が大量に出土 し、陶磁器の受容 に変化がみ られ る。 したがって、

ここに画期があると考え られ る。

肥前磁器は前代 と変わ りなく食膳具が主体である。その組成では58%と 依然 として高い

比率を示す。 また、地点によっては突 出して高級品が出土す る例 もある。京焼系陶器の増

加 によって産地別組成での比率は下がるが、実質的には大きな影響はなかった と考えられ

る。 土師質土器の主な器種は火鉢や規炉類であ り、調度具組成で高い比率を示すが、前代

で多 く出土 した皿 ・焙烙は逆 に下向す る。

この土師質土器 の火鉢 ・規炉類の増加 は、先 に述べた京焼系陶器の煮沸具 と関係す る。

京焼系陶器煮沸具の底径 と規炉 ・火鉢の 口径、器高 との間に適応 関係 が認 められ、煮沸具

は製作過程で双方がセ ッ トす ることを想定 していた と考えられてい る・。確かに絵図や文献

資料 では竃や囲炉裏で使用 され るよ り火鉢や規炉な どで煮沸 され る例 が多い。火鉢や規炉

は竃や囲炉裏のよ うに広い場所がな くとも使用できる。 とくに都市部の中小規模の屋敷で

は大きな竃 を構築す ることは難 しく、江戸 中期か ら後期 の大都市では、人 口増加によって

小規模な長屋 が増えたため、小規模な竃に対応す る陶器 の土瓶 ・土鍋 が普及 した と考 えら

れ る。 これには酒 の庶民化、料理のバ リエーシ ョンの増加 な どが料理本の出版 の増大か ら

窺 える。

したがって、京焼系陶器 の煮沸具や土師質土器の規炉類の増加 は、人 口増加 による生活

具の変化 と食文化 の発展に よるもの と言えるだろ う。

焼締陶器では丹波焼の比率が高く、主な器種 は徳利 ・播鉢 ・甕である。前代 に引き続 き

徳利 が多 く、調理具組成において備前焼0.4%、 丹波焼14%と 丹波焼徳利が高い比率 を示

す(第6図)。 調理具組成 によると播鉢 は堺 ・明石焼5%、 丹波焼0.15%と な り、丹波焼播

鉢は僅かである(第6図)。 甕は貯蔵具組成において丹波焼30%、 信楽焼32%と 信楽焼甕

がやや高い比率 を示す。 しか し、丹波焼甕が高い地点 もあ り、本遺跡 における甕の様相 は

一産地が独 占す るのではな く
、多産地が競合 していた(第7図)。 この ことか ら、丹波焼 は

徳利以外の器種は主産地 となるには至 らない。

3日 下正剛 「問題提起 ・徳島」『第5回 四国城下町研究会 四国 と周辺の土器H一 火鉢 ・規炉類 にみ る

流通 と生活形態 一』発表要 旨 ・資料集 四国城 下町研 究会2003年
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この他に、産地別組成での比率は低いが萩焼、瀬戸美濃磁器、京焼系磁器な どが新たに

出現す る。 これ らの主な器種 は共通 して食膳具である。

NWO4-SDO4は19世 紀中期の大型 の廃棄土坑である。産地別組成 は肥前磁器37.4%、

京焼系陶器37%、 瀬戸美濃陶器7%、 土師質土器5.2%、 丹波焼4.4%、 肥前陶器4%、

瀬戸美濃磁器1.6%、 堺 ・明石焼1.2、 信楽焼0.8%、 ヨーロッパ磁器0.4%と 続 く(第3

図)。 用途別組成は食膳具50%、 調理具34%、 貯蔵具8%、 調度具8%に わかれ る(第4

図)。

肥前磁器の主な器種 は食膳具である。その組成 において75%と 高い比率を示 してお り、

この様相は前代か ら継続 してい る(第5図)。 京焼系陶器は前代 と比べると大きな変化はな

く、土瓶 ・土鍋類 な どが主に出土する(第6図)。 土師質土器は前代 より比率を下げる。本

遺構 では土師質土器皿の破損が激 しかった。そのため産地別組成 に数値が高 く現れ、さら

にその影響が用途別組成で食膳具の数値の上昇 に現れたが、個体数値は肥前磁器 より低い。

主な器種は火鉢 ・規炉な どの暖房具 ・厨房具で、調度具組成 において高い比率を示す(第

8図)。

焼締陶器では丹波焼が多 く出土す る(第3図)。 主な器種は 「貧 乏徳利」で、この組成

は前代か ら引き続 く(第6図)。 焼締陶器 の主製品である甕 ・播鉢の様相は、貯蔵具組成で

は丹波焼甕59%、 信楽焼甕10%と 丹波焼が高いが、NWO4地 点では他の産地が多い遺構

もあり、前代 に引き続 き多産地が拮抗す る(第7図)。 播鉢は堺 ・明石焼が前代 同様 に市場

を独 占している。

大坂城跡の土器 ・陶磁器 の出土状況 を通覧す ると3っ の画期 となる時期 があったことが

明 らかとなる。第1の 画期は肥前陶器の出現 ・急増 により産地 ・用途別組成に変化 が見 ら

れ る16世 紀末～17世 紀前期、第2の 画期 は肥前磁器の増加 により土師質土器 に変わって

産地別組成で高い比率を示す17世 紀後期～18世 紀前期、第3の 画期 は産地別組成 で京焼

系陶器が肥前磁器 を抜いて高い比率 とな り、その影響によって用途別組成 で食膳具を抜い

て調理具が主体 となる18世 紀後期～19世 紀前期であった。

次に、大坂城跡以外の遺跡の土器 ・陶磁器組成 を比較検討す るが、それ にあたって大坂

城跡 の画期 とみた3期 ごとに検討 を加 える。

2堺 環濠都市遺跡(第2図 一11)

大坂城跡 と類似する土器 ・陶磁器の様相を呈するのが堺環濠都市遺跡である。南北朝期
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からの港湾都市で、15世 紀後期か らは国際貿易都市 として発展 し、織豊期には信長 ・秀吉

の支配下のもとで、千利休や古 田織部な どの茶人を生み出し、経済 ・文化的に繁栄す る。

しか しなが ら天正14年(1586)に は秀吉によって外堀が埋 め戻 され、それに追い討ちを

かけるよ うに元和元年(1615)の 大坂夏の陣によって町は焼失す る。その後、江戸時代 は

徳川氏の支配のもと再興 されて商業都市 として栄えた。

発掘調査は断続的に実施 されてい るが、調査条件 により近世を層位 的に行われている例

は少 ない。しか し、SKT959地 点4は 中世～幕末まで層位 的に調査 されてお り、ここから出

土 した遺物 を計測分析できたため、 この地点の遺構 を主に検討 し、 さらに大坂城跡 の様相

と比較 し、本遺構 の特徴 を明 らかにしたい。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

まず、16世 紀末～17世 紀前期の遺構 として014井 戸が挙 げられる。産地別組成 は、土

師質土器41%、 中国製磁器18%、 肥前陶器17.1%、 備前焼7%、 上野 ・高取焼6%、 瓦

質土器4%、 丹波焼4%、 瀬戸美濃陶器0.7%と 続 く(第43図)。 用途別組成は食膳具49%、

調度具20%、 調理具19%、 貯蔵具12%に わかれる(第44図)。

産地別組成で最 も高い比率 を示すのは土師質土器で、主な器種 は皿 ・焙烙 ・甕である。

なかでも皿 と焙烙は各用途別組成で高い比率を示す。また、皿の用途 は食膳具 ・調度具に

わけられ、食膳具組成で36%と 比率が高 く(第46図)、 調度具組成でもこれが100%を 示

し(第49図)、 各用途別組成で皿が多 く出土 していた。

土師質土器 に続 くのは中国製磁器 である。主な器種 は食膳具の碗 ・皿 ・小圷 で、景徳鎮

窯が多いが、大皿 については潭州窯系 も目立つ。食膳具組成による と土師質土器36%、 中

国製磁器35%、 肥前陶器26%、 瀬戸美濃陶器3%と 、土師質土器 と比率値に差異がみ ら

れない。また、遺跡の中央を南北 に通 る紀州 ・熊野街道沿いには、蔵 と考えられ る碑列建

物 をもつ屋敷が建ち並んでいた ことが発掘調査 によって明らかであ り5、その蔵跡内から多

量の中国製磁器の青花 ・青磁の食膳具が出土す る。 したがって、遺跡 内でも高級陶磁器 を

多 く受容す る地点があることもわかった。

4SKT959の 資料 をもとにその変遷 を述べ るが、堺環濠都市遺跡 は中世 ・近世 を代表す る大都市で あ り、一部 の資料 で

そ の都市 の様相 を示す のは難 しい と考 え られ るが、他 の調査地点 か ら検 出 した遺物組成 を検討 して も高級 品の受容差

は あれ ど、それ以外 の差異 は大差 ない と考 え られ る。
5永井正浩 「堺環濠都市遺跡(SKT19地 点)SFOO1出 土資料 にっいて 一天正十 三(1585)年 銘木簡共伴資料 の評価 一」

『関西近世考古学研究』IX関 西近世考古学研究会2001年
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土師質土器 に続 くのは肥前陶器で、主な器種 は碗 ・皿 である。 品質は 目痕 を残す量産品

も多いが、懐石具に使用 した と考 えられる高級 品も含まれ る。また、縛列建物 を伴 う地点

では高級品の絵唐津皿 ・鉢な どが組物で多量に出土す る。

堺環濠都市遺跡 における肥前陶器 の出現は、大坂夏の陣層 よ り下面から出土す ることは

判明 しているが・、大坂城跡のよ うな詳細なその変遷 を示す資料は乏 しい。 しか し、大坂夏

の陣に関係する土層及び遺構か らは肥前陶・器が多量 に出土 し、16世 紀末～17世 紀前期 に

は増加すると思われ る。

また、先 に述べた中国製磁器や肥前陶器 の主な器種は食膳具であった。用途別組成にお

いて食膳具の比率は、大坂夏の陣よ り下面では調理具 と近い値を示す が、本遺構ではそれ

よ り高い比率を示す。この要 因は、17世 紀前期 に増加 した肥前陶器 と大き く関係す ると考

えられ、 さらに、 この様相は陶磁器の食膳具を 日用器 として受容す る現れ と考えられ る。

焼締陶器では備前焼 が高い比率である。主な器種 は調理具の播鉢 ・徳利 、貯蔵具の甕で、

この うち甕は貯蔵具組成 をみると備前焼60%、 土師質土器40%に わけられ、備前焼甕 の

比率が高い(第47図)。SKT959以 外の地点では丹波焼甕や常滑焼甕 も出土す るが圧倒的

に備前焼甕が多い。上野 ・高取焼 は播鉢のみ出土す る。本遺構では調理具組成 において上

野 ・高取焼播鉢が32%と 高い比率 を示すが(第46図)、 他 の地点、例えばSKT39で は遺

構 によって比率が異なるものの備前焼播鉢 は30～50%を 示 し、これが主体 と思われ る。瀬

戸美濃陶器はSKT39SB301で は20%の 比率 を示すが・、総 じて中国製磁器、肥前陶器 よ

り出土量は少ない。品質は量産品が多い ものの、懐石具や茶器 に使用 したであろう志野焼、

織部焼な どの 「桃山陶器」に分類 され る高級製品 も僅かに出土す る。

本時期 の堺環濠都市遺跡 は、産地別組成で土師質土器を主 とし、これ に中国製磁器、肥

前陶器な どの施紬陶器 ・磁器が続 き、焼締陶器 は備前焼が高い比率であった。 また、用途

別組成において食膳具が増加 し、その要因も肥前陶器によるもので、これ らの様相 は大坂

城跡 と共通する。 それに加 えて遺跡内で地点の性格 により高級陶磁器 に受容差 があること

も同様である。 したがって、本時期の大坂城跡 ・堺環濠都市遺跡 は同一類型 とみ ることが

できる。

3京 都(第1・21図 一1)

6赤松和佳 「近畿地方(3)大 阪府下出土の肥前陶磁について」『国内出土 の肥前陶磁 西 日本 の流通 をさ ぐる 第一分

冊』九州近世陶磁学会2002年
76と 同 じ。

.・



京都は延暦13年(794)に 桓武天皇が平安京に遷都 して以来、政治 ・経済の中心地 とし

て栄えた。 中世の京都 は、応仁の乱によって都 は焼失 し、二条通 りを境 目として北側 を上

京、南側 を下京 と呼ばれ、それぞれ別 に惣構えを設 けていた。 これ らは室町通 りによって

繋が り、その通 りの周辺には農村集落が点在 していた。その後、豊臣秀吉の京都改造が行

われる。いわゆる 「天正検地」が天正15年 頃(1587)よ り実施 され、天正19年(1591)

には京都 の中心部を囲 うよ うに土居を建設 し、その内側 を洛 中、外側 を洛外 と称 した。洛

中には点在 していた寺院 を集約 させ るために寺町を造 り、 さらに内裏 の修理や公家町の建

設な ど大規模 に行 われ、近世都市京都が形成 された。徳川幕府の誕生により政治の主体は

江戸に移行するが、経済 ・文化の中心地 として繁栄す る。

発掘調査は、近世を層位的に行 う例は僅かであ り、総合的な遺構 ・遺物の検討 は少 ない。

その ような状況であるが、平安京左京北辺 四坊 の公家町跡(以 下公家町跡 と略す 第20

図 一1)と 、洛 中調査の一部遺構 を分析す ることができた・。保管の関係 で一部 の陶磁器を

細部まで器種分析 できなかった。 なお、遺構の年代観については筆者 が遺物 を実見 し、出

土状況や遺物組成 から再検討 したものである。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本 時期の良好な資料 として、公家町跡土坑C548が 挙 げられ る。産地別組成 を見てみる

と土師質土器 が90%を 示す。そのため土師質土器以外の産地が0.1%以 下に現れ るので、

陶磁器のみ数値化 したため産地別組成のみに止 めた。土坑C548の 産地別組成 では中国製

磁器62%、 肥前陶・器22%、 瀬戸美濃陶器7%、 備前焼2%、 朝鮮王朝陶磁器1.5%、 丹波

焼1%、 信楽焼0.5%、 軟質施紬陶器0.4%、 産地不明陶器3.6%と 続 く(第21図)。

土師質土器 の主な器種は皿で、この他 に鍋類 ・焼塩壺が出土す る。皿はすべて手つ くね

成形で、胎土 ・成形方法か ら在地産が多い と思われ る。皿はごく僅かに灯火芯 を残す もの

もあるが、主 として食膳具に使用 した と考 えられ る。

土師質土器以外 で最 も高い比率を示すのは中国製磁器である。器種は碗 ・皿 ・鉢などの

食膳具 を中心に、瓶類 ・合子 などの調度具 もある。 これ らは景徳鎮窯製品が多 く、皿 ・鉢

については潭州窯系が 目立つ。また、中国製磁器の主器種は食膳具で、その組成でも高い

比率を示す。 これに続 くのは月巴前陶器で、主な器種 は碗 ・皿 ・鉢 などの食膳具である。 品

8大 都市の調査において、一調査 区での土器 ・陶磁器 の変遷 がそ の都市 の様相 を示す こ とは弊害 を生 じるこ とはわかっ

てい るが、特別 な製 品以外 は大 まか な組成 は大差 ない と考 え られ る。
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質は主に絵唐津の懐石具 と想定できる高級 品が多 く、無文で 目痕 を残す量産品は少 なく、

しか も組物での出土例が多かった。

京都における肥前陶器の出現時期 は、実年代資料がないため詳細な変遷は判 らないが、

16世 紀末～17世 紀初頭 と考 えられ る・。出現状況 も本遺構が示す とお り、出現 と同時に多

量 に出土す ると思われる。

肥前陶器に続 くのは瀬戸美濃陶器で、碗 ・皿 ・鉢 な どの食膳具 が多い。品質 は志野焼 、

織部焼な ど 「桃 山陶器」 と呼ばれ る上質な懐石具や茶器が大半を占め、粗雑な作 りの量産

品は少ない。

焼締陶器 では備前焼 が高い比率を示す。主な器種は播鉢 ・鉢 ・甕 ・壺である。播鉢はこ

の他 に信楽焼があ り、 これ らは調理具組成で比率が拮抗す る。甕 も同様で信楽焼甕 との数

値が近接す る。 このよ うに主器種 は播鉢 ・甕でその状況は上記の とお りだが、大平鉢や水

指な どの製品が一定量出土す るため、高い比率 を示す と考 えられ る。

公家町跡以外 に左京三条三坊十一町土坑101は 洛 中の資料である(第20図 一2)。 破片

計測 されてお り、産地別組成 を見てみ ると土師質土器78%、 中国製磁器10%、 肥前陶器

4%、 瀬戸美濃陶器4%、 信楽焼3%、 備前焼0.3%、 丹波焼0.1%、 常滑焼0.1%、 朝鮮

王朝陶磁器0.1%、 その他0.4%と 続 く(第28図)。 用途別組成については食膳具85%、

調理具3%、 貯蔵具10%、 調度具2%に わかれ る(第29図)。

これ ら産地 ・用途別組成はほぼ公家町跡 と共通す る。但 し、出土遺物 を詳細 に検討す る

と、品質でわけた場合、瀬戸美濃陶器は 「桃山陶器」に分類 され る志野焼や織部焼などの

懐石具 ・茶器や 中国製磁器 は明末清初の景徳鎮窯の碗 ・皿な どの食膳具が一定量出土す る

が、その一方で、粗雑な作 りの量産品も多 く出土す る。 したがって、洛 中で も地点によっ

て高級陶磁器 の受容 に差異があることがわかった。

土坑101で は焼締陶器は信楽焼の比率が高い。主な器種は播鉢で調理具組成では本産地

のみで(第31図)、 公家町 とは異なる。他の洛中の遺跡では、信楽焼揺鉢が多い。焼締陶

器は他に備前焼、丹波焼、常滑焼が出土 し、 これ らの器種は貯蔵具の甕で、その比率は備

前焼72%、 土師質土器14%、 常滑焼12%、 丹波焼2%と 続き(第32図)、 備前焼が高い

比率である。この様相 は公家町跡 と組成が異なる。ちなみに16世 紀末以前の京都の播鉢 ・

甕な どの主産地は備前焼が多い傾 向にある。 したがって、本時期か ら京都では信楽焼が増

9稲 垣正宏 「近畿地方(1)」 『国内出土の肥前陶磁 西 日本の流通 をさぐる 第一分冊』九州近世陶磁学会2002年
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加 したと考 えられ る。

本 時期の京都の産地別組成 は、土師質土器 が主体で、これ に中国製磁器や肥前陶器な ど

の施紬陶器 ・磁器が続 き、用途別組成で食膳具が多い。これ らの点は大坂城跡 と共通す る。

さらに、京都 では高級陶磁 器が多 く出土す るが、遺跡内でその受容に差があることも同 じ

である。 したがって、本時期の京都は大坂城跡 と同一類型に属す るとみ ることができる。

だが異なる様相 も呈 している。焼締陶器 の主産地は両遺跡 とも備前焼であるが、京都 で

は焼締陶器の主製 品である播鉢 ・甕の組成では信楽焼が備前焼 と拮抗 して出土 してお り、

遺跡 に近い窯場か らの流入が認 め られ る。

さらに、大坂城跡 ともっとも異な る点は、京都において土師質土器皿が多量に出土す る

ことであ り、 この点は同一類型 とす る堺環濠都市遺跡でも認 められず、京都の特徴 と考え

られる。京都 では土師質土器皿を 日用食器 として使用す るその多 くが儀式 ・礼儀 ・年 中行

事な どで使用す るためであろ う。特に、公家町跡は他の洛 中よ り多量に出土す ることか ら

もそれ を裏付ける。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

公家町跡の穴蔵F1387は 宝永2年(1705)の 大火 に伴 う整地層に覆われた廃棄 土坑で

ある。産地別組成 を見てみ ると本遺構で も土師質土器が98%を 示 し、それ以外 の産地 は

0.1%以 下 となった。そのため陶磁器 の分析 のみお こない、数値化 は産地別組成 のみに止 め

た。陶磁器の産地別組成では肥前磁・器55%、京焼系陶器18%、 肥前陶器11%、 信楽焼7%、

軟質施紬陶器1.4%、 瀬戸美濃陶器1.3%、 中国製磁・器0.7%、 備前焼0.6%、 丹波焼0.3%、

その他4.7%と 続 く(第21図)。

土師質土器の器種は前代 と変わ りなく皿が多い。成形は手つ くね とロクロで、胎土の色

調 も多種あるが、 これ らの分布範囲か ら在地産 と考 えられ る。皿の 口縁部 には灯火芯 を残

す ものもあるが、多 くは食膳具 として使用す る。他に羽釜 ・土鍋 ・焙烙 などの鍋類があ り、

この時期か ら焙烙が高い比率 を示す。

産地別組成で比率が高いのは肥前磁器 で、京都では肥前磁器 は17世 紀前期に出現す る。

17世 紀中期～17世 紀後期の時期 とす る公家町跡土坑F1244の 産地別組成でも肥前磁器

41.32%と 半数近い比率を示 し、本遺構 と同様 に月巴前磁器の比率が高い。したがって、肥前

磁器 は前代か ら上昇すると考 えられる。主な器種は碗 ・皿である。前代では陶磁器 の高級

品は明末清初の中国製磁器 の青花や瀬戸美濃陶器の 「桃 山陶器」に分類 され る志野焼や織
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部焼などの懐石具や茶器であったが、本時期には有 田町で生産 された染付や色絵製 品が主

体 となる。その他 には 「くらわんか手」 とよばれ る量産品も出土す るが、その割合 は量産

品1に 対 して、高級品4で 後者が多い。 しか し、公家町跡以外の洛中の遺跡でも高級品の

様相 は公家町 と同 じだが、割合が量産品3に 対 して、高級品2と な り、 こちらは量産品の

数値 が高 く、洛 中でも高級品の受容に差異があることが判明 した。

施紬陶器 で高い比率を示すのは京焼系陶器 である。 これは17世 紀中期 から出現 し、そ

の時期 と考 えられ る公家町跡土坑F1244の 産地別組成 では、京焼系陶器 は4.22%と ごく

僅かで、17世 紀後期～18世 紀前期に急増 してい ることが明確 となる。主な器種は碗 ・鉢 ・

髪水入れで、 この うち碗の出土量が多い。食膳具組成では肥前磁器を下回るが、この他 の

肥前陶器や瀬戸美濃陶器の比率 より大 きく上回る。施紬陶器碗は京焼系陶器に主体が移行

す ることがわかった。碗の器形は丸碗 ・筒型碗 ・平碗があ り、装飾 も色絵 ・銃絵 ・銃絵染

付 と多彩である。また、本遺構か らは出土 していないが同時期 とす る土坑B776、 土坑H166

からは土鍋 も出土す る。

京焼系陶器 に次 ぐのは肥前陶器で、主な器種は碗 ・鉢 と前代 と変わ りない。瀬戸美濃陶

器 も前代 より出土量が減少 し、天 目碗や量産品の皿が僅かに出土す る程度 となる。

中国製磁器 は、16世 紀末～17世 紀前期 にみ られた組成か ら一変 し、産地別組成 におい

て1%未 満の比率まで下降す る。但 し、洛中の平安京左京 四条三坊十二町跡・・ではSK48は

18世 紀前期～18世 紀中期の年代観 をもつ遺構であるが、 ここか らは中国製磁 器の食膳具

が42%を 示 している。製品は明末清初の青花碗 ・皿 が多いが、宋代の青磁壺や清朝磁器 の

青花碗 ・皿な ど出土 してお り、洛 中でも地点によって依然 として中国製磁器の比率が高い

例 もある。

施紬陶器の次 に焼締陶器 の信楽焼が続 く。主な器種は播鉢 ・甕である。播鉢 は信楽焼、

丹波焼、備前焼が出土 し、 これ らの うちで信楽焼播鉢が多量である。16世 紀末～17世 紀

前期 では備前焼播鉢 と拮抗 したが、17世紀中期～17世 紀後期 には丹波焼播鉢が急増す る。

しか し、本遺構 の出土状況か ら、17世 紀後期～18世 紀前期には再び信楽焼播鉢が急増 し、

播鉢 の主体に変わ ることがわかった。甕は備前焼、丹波焼、信楽焼が出土 し、三者 が競合

す るがやや信楽焼甕が優勢 となる。

本 時期の京都の産地別組成 は、前代 に主体であった中国製磁器、肥前陶器 を抜いて肥前

10財 団法人京都市埋蔵文化財研 究所 『平安京左京 四条 三坊12町 跡』2007年
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磁器 が高い比率 を示す ようになる。その要因が食膳具の増加であ り、その傾向も17世 紀

中期～後期に現れ る。 これ らの点 は大坂城跡 と共通す る。加 えて遺跡 内で地点の性格によ

って高級陶磁器 に受容の違いがあることも同様である。 さらに、播鉢 ・甕 などの主産地は

前代では両遺跡は備前焼であったが、大坂城跡 は丹波焼、京都は信楽焼 と、 どちらも近郊

の産地 を主に受容す る傾向は共通する。 したがって、本時期 の京都は大坂城跡 と同一類型

とみることができる。

但 し、相違点もある。京都の施紬陶器 の主体 は京焼系陶器であるが、大坂城跡では前代

と変わらず肥前陶器が主で、京焼系陶器 の比率 は低い。 したがって、京焼系陶器の受容 は

17世 紀後期～18世 紀前期の地元の京都を中心であった と考えられ る。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期の資料 として公家町跡 土坑B716が あ り、本遺構 は天明8年(1788)の 大火の整

地層 を掘 り込む廃棄土坑である。産地別組成 を見てみ ると本遺構 でも土師質土器が85%を

示 し、それ以外の産地は1%以 下 となった。そのため陶磁器 のみ分析 し、数値化は産地別

組成 のみに止めた。京焼系陶器59%、 肥前磁器31%、 瀬戸美濃陶器6%、 肥前陶器0.2%、

信楽焼1%、 丹波焼0.9%、 中国製磁器0.3%、 堺 ・明石焼0.03%、 備前焼0.07%、 その

他1.5%と 続 く(第22図)。

前代の組成 と変化するのは、産地別組成 において京焼系陶器が肥前磁器 に変 わ り主体 と

なることである。器種は前代では碗 と煮沸具が主であったが、食膳具の碗 ・鉢、調理具の

汁注ぎ ・土瓶 ・土鍋 ・行平、調度具の灯火具 ・神仏具 ・化粧具 ・その他 と器種が増加す る。

また、本時期でも碗が多いが、煮沸具の比率が碗を大き く上回っている。 したがって、京

焼系陶器 の増加の第一の理由は煮沸具 によることがわかった。

肥前磁器は前代 より比率を下げるものの、食膳具の碗 ・皿 ・鉢 ・小圷、調度具の化粧具 ・

神仏具 ・蓋物 ・瓶類な どが出土 し、豊富な器種組成である。主製 品は前代 に引き続 き碗 ・

皿な どの食膳具で、両器種 ともに大き さ、器形 にバ リエーシ ョンがみ られ、皿 については

組物が 目立つ。また、食膳具組成で も京焼系陶器 より高い比率を示すことか ら、肥前磁器

の量比は前代 と大きく変化 しない と考 えられ る。品質は有 田町で生産 された高級品2に 対

して、「くらわんか手」な どの量産 品3で 、前代 と変わ りない。

焼締陶器は前代 よりさらに比率を下げる。信楽焼、堺 ・明石焼、丹波焼 、備前焼が出土

し、すべて産地別組成において1%未 満である。 これ らの主な器種は播鉢 と甕 である。播
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鉢は堺 ・明石焼、信楽焼が出土す るが、堺 ・明石焼播鉢 の比率が高 く、本時期 には播鉢 の

主産地が変わる。甕は信楽焼、丹波焼があ り、これ は前代に引き続き信楽焼甕 が主体であ

る。この他、丹波焼、備前焼は徳利が出土す るが、全体量は少ない。瀬戸美濃陶器 は、碗 ・

鉢な どの食膳具 も出土す るが、火鉢 ・水鉢 などの大型製 品が多 く出土 し、それ によ り前代

よ り比率を上げる。

土師質土器 は、本時期でも皿 が多 く、他器種 との比率差はあるが、18世 紀代 よ り比率を

下げる。また、火鉢 ・規炉類 は急増す る。

本 時期の京都の産地別組成 は肥前磁器 に変わって京焼系陶器が主体 となる。用途別組成

でも調理具が食膳具 と入れ替わ るな ど変化がみ られた。 この産地 ・用途別組成 の変化は京

焼系陶器 の煮沸具の急増によるものだが、食膳具組成は前代 と変わ らず肥前磁器を主に受

容 し、17世 紀後期以降、その様相 は継続する。また、焼締陶器 は堺 ・明石焼播鉢が主産地

と変わる。 これ らの諸点は大坂城跡 と共通 し、本時期 も両遺跡を同一類型 とみることがで

きる。

4奈 良 町遺 跡(第36図 一1)

大坂城跡 と土器 ・陶磁器様相が類似す るのが奈良県奈 良市に所在する奈 良町遺跡 である。

本遺跡は、平城京 の外京にあた り、周辺には東大寺や春 日大社な どが古来よ り存在 した地

域である。

豊 臣政権下のもと、奈良椿井町に代官所が置かれ、文禄4年(1595)に 行われた大和惣

国検地の際に町切 りが実施 され、奈 良町100町 が確定 された。慶長8年(1603)に 徳川幕

府が成立す ると、家康の側近大久保石見守長安が奈良代官に任命 され、慶長18年(1613)、

奈良奉行 所が置かれ、これ以降、徳川幕府の直轄地 となる。

また、奈良町は東大寺や春 日大社の門前町 として栄え、興福寺境内には筆 ・墨な どの手

工業が発展 したことにより、商業都市 としての一面 もある。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本時期 の良好な資料 としてSE16が ある。検出地点は平城京第424次 調査(左京 四条六

坊十四坪)で 、近世は奈良町に属す る。

産地別組成 を比率の高い順に配列す ると土師質土器67%、 瓦質土器28%、 瀬戸美濃陶

器1.9%、 中国製磁器0.84%、 信楽焼0.8%、 肥前陶器0.7%、 備前焼0.6%、 常滑焼0.16%
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と続 く(第37図)。 用途別組成 は食膳具29%、 調理具36%、 貯蔵具1%、 調度具34%に

わかれ る(第38図)。

産地別組成で高い比率 を示す土師質土器 の器種は、皿25.6%、 釜10.2%、 焼塩壺0.1%

である。本遺構では皿の破損が著 しいため数値が高 く現れたが、個体数では50%で あると

思われ る。皿 は灯火芯を残す ものもあるが僅 かで、多 くは食膳具に属 し、その組成は87.8%

と大半の数値を示す(第39図)。

土師質土器 に次 ぐのは瓦質土器で、器種は火鉢23.2%、 播鉢4.5%、 壺2.7%、 捏鉢0.5%、

風炉0.1%、 蓋0.1%、 瓦燈蓋0.1%、 不明0.4%と 豊富な組成である。また、瓦質土器 も

鉢の破損が激 しいため高い比率を示 したが、個体数では10%を 示す。もっ とも多い火鉢 は

調度具組成で65%を 示 し、瓦質土器 の主体 をなす(第42図)。 播鉢は調理具組成では瓦質

土器12%、 信楽焼1%で あ り、瓦質土器播鉢が圧倒 的に高い比率を示 し(第40図)、 本遺

跡では陶器播鉢ではな く、瓦質製 品が主体であることが明らか となった。

これ ら土器類 に続 くのは瀬戸美濃陶器 である。器種は碗 ・皿 ・鉢な どの食膳具、調度具

の壺である。食膳具組成 をみると、土師質土器87.8%、 瀬戸美濃陶器7.3%、 中国製磁器

3.1%、 肥前陶器1.8%と(第39図)、 施紬陶器 ・磁器の中では瀬戸美濃陶器 の比率が高い。

先 にも述べたが土師質土器 は個体数では もう少 し低い比率で、瀬戸美濃陶器や後に述べる

中国製磁器、肥前陶器 などの比率は10%台 を示す。本産地の特徴 は懐石具 ・茶器 に分類 さ

れ る志野焼や黄瀬戸な どの 「桃山陶器」 と呼ばれ る高級 品が多 く、無文で粗雑 な作 りの量

産品は少ない。但 し、同時期の第48次SE16に おいては量産品のみで構成 され る例 もあ

る。

中国製磁器 は皿 ・鉢が出土す る。本遺構では瀬戸美濃陶器 よ り比率は低いが、第48次

SE16で は中国製磁器1.9%、 瀬戸美濃陶器0.9%の 組成で、前者が高い比率を示す。中国

製磁器は景徳鎮窯の青花 を中心 とし、潭州窯系の呉須赤絵 と呼ばれ る色絵 の鉢 ・皿 などの

高級 品が出土 し、量産品との割合 は高級品3に 対 して量産品2と なる。 このように地点に

よって中国製磁器 の高級品を多 く受容する様相がみ られ る。 この他に、施紬陶器 ・磁器で

は肥前陶器が出土す る。器種 は碗 ・皿 ・鉢で、食膳具組成は先に述べた通 り、他の施紬陶

器 ・磁器 と比べて比率が低い(第39図)。

焼締陶器では信楽焼の比率が高い。主な器種 は播鉢 ・甕で、播鉢は先に述べた通 りであ

るが、甕は貯蔵具組成によると備前焼38%、 信楽焼32%、 常滑焼11%、 土師質土器9%、

瓦質土器2%に わかれ、備前焼の比率が高い(第41図)。 ただ、第48次SE16で は信楽
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焼32%、 備前焼30%で あ り、 この ように信楽焼甕が多い例 もあることか ら、奈良町遺跡

の焼締陶器は備前焼 と信楽焼が競合す ると思われ る。

本 時期の奈 良町遺跡の産地別組成は土師質土器を主体 とし施紬陶器 ・磁器が続 く。用途

別組成は食膳具が高い比率を示 し、その中心は施紬陶器 ・磁器である。また、遺跡 内で地

点の性格によって高級陶磁器の受容に差がある。 これ らの様相は大坂城跡 と共通すること

から、両遺跡 を同一類型 とみることができる。

ただ相違点もある。土師質土器皿が多量に出土することは大坂城跡ではみ られず、む し

ろこれは京都 と類似する。出土 した皿の中に梵字が書かれたものがある。奈良町は東大寺

や春 日大社の門前町であ り、食膳具 としての使用の他に、祭祀的な行事で頻繁 に使 われた

ためと思われる。

さらに、本遺跡では瓦質土器が高い比率だが、大坂城跡では5%未 満 と低 く、京都や堺

環濠都市遺跡 でも低い比率である。火鉢 ・規炉類は共通 して出土す るが、本遺跡のよ うな

豊富な組成ではない。近畿では11世 紀以降、瓦器生産が活発 とな り、各地で小規模な窯

が造 られ、それ らでは豊富な器種 を生産 し、近隣に流通 したことが遺跡の出土状況からわ

かる・・。一方で、椀 ・鍋類 ・火鉢 ・甕な どは広域に流通 し、その中でも 「奈良火鉢」は代

表的であ り、全国各地の遺跡か ら出土 し、広域 に流通 した。15世 紀末 に至ると、国産陶器

の生産が本格化す ると瓦質土器 の生産 ・流通が急激 に下降 し、16世 紀以降は鍋類 ・揺鉢 ・

甕な どの器種に限定され、その量 も次第 に減少 してい く。その状況は先に述べた大坂城跡 ・

堺環濠都市遺跡 ・京都 での産地 ・用途別組成に現れ るが、奈 良町遺跡 では本時期に至って

も中世か らの状況が続いた と思われ る。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

良好な資料 として平城京第424次 調査(奈 良町遺跡)のSE17が ある。産地別組成 は土師

質土器37%、 瓦質土器19%、 肥前磁器15%、 信楽焼12%、 肥前陶・器9%、 中国製磁器

4.3%、 備前焼2%、 京焼系陶器1%、 軟質施紬陶器0.7%と 続 く(第37図)。 用途別組成

は調度具51.5%、 食膳具30%、 貯蔵具9.5%、 調理具9%に わかれ る(第38図)。

前代 より比率が下降す るが、依然 として高い比率を示すのは土師質土器 である。器種 は

皿 ・焙烙 ・焼塩壺 ・高圷が出土 し、皿は灯火芯 を残す ものが僅かにみ られ るが、食膳具が

11菅 原 正明 「「瓦器 」は何を語 るか」『中近世土器 の基礎研 究VI』 日本中世土・器研究会1990年
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主体である。 その組成では46.3%と 高い比率だが、前代 より半減す る(第39図)。 但 し、

本遺構で も皿 の破損が著 しく、個体数では肥前磁器 と近接 した値 を示す。 出土量は僅かで

しんせん

あるが高圷 も出土す る。 この形状 は、現在、春 日大社の神僕 を盛 る 「ゴンバイ」 と称す高

圷 と類似す るため、祭祀用に使用 した と考 えられ る。

瓦質土器の器種は鉢類 ・風炉 ・壺 ・釜が出土す る。鉢類は 「コンバイ」 と思われるもの

を多 く含み、他の鉢類 も祭祀用 と考え られ るが、大 きさ ・器形にバ リエーシ ョンがみ られ

器種 の特定には至 らなかった。その ような理由か ら多 くを調度具に分類 したため、調度具

の比率が高 くなった。同時期の遺構でも食膳具の比率が高い傾向がみ られ る。

肥前磁器 は施紬陶器 ・磁器 で最 も高い比率を示す。食膳具の碗 ・皿 ・鉢 、調度具の瓶類

が出土 し、この中で食膳具の出土量が多い。その組成は先に述べた ように土師質土器 と近

接 した値だが、これに続 く施紬陶器 ・磁器を大 きく上回ることか ら、肥前磁器 が施紬陶器 ・

磁器 の食膳具において中心であった と考え られ る。また、前代では陶磁器 の高級品は明末

清初 の中国製磁器 の青花や瀬戸美濃陶器 の 「桃 山陶器」に分類 され る志野焼や黄瀬戸な ど

の懐石具や茶器であったが、本時期には有 田町で生産 された染付や色絵の食膳具が主体 と

なる。本遺構か らはまとまって色絵皿が出土 したが、「くらわんか手」とよばれ る量産品も

出土す る。その割合は量産品3に 対 して、高級 品2で 前者が多い。

肥前磁器 に続 くのは信楽焼で揺鉢 ・甕が出土す る。調理具組成 によると揺鉢は信楽焼

18%の みである(第40図)。 前代では備前焼、丹波焼が出土 したが、本時期では出土 して

お らず、本遺跡の揺鉢は信楽焼が市場 を独 占していた と考 えられ る。貯蔵具組成をみ ると

甕は信楽焼55%、 瓦質土器30%、 備前焼15%に わかれ、信楽焼甕が高い比率を示す(第

41図)。 したがって、本時期における焼締陶器 の主産地は信楽焼に変化す る。

これに続 くのは肥前陶器で、食膳具の碗 ・皿 ・鉢が出土す る。その組成では肥前磁器 と

は大差があったが、前代で多 く出土 した瀬戸美濃陶器はなく、肥前陶器が施紬陶器 の主産

地 に変わる(第39図)。 中国製磁器は16世 紀末～17世 紀前期 の伝世品 と考えられ る皿 ・

鉢がみ られ、その量は前代よ り減 るが一定量出土す る。

以上述べた施紬陶器 ・磁器 は、食膳具組成を材質でわけた場合 には土師質土器46.3%に

対 して53.7%と 上回ってお り、本時期 には施紬陶器 ・磁器 の食膳具が主体 となる。その要

因は肥前磁器 の出土量によることは言 うまで もない。

この他 に、京焼系陶器 がこの時期か ら出現する。全体の比率は低いが、食膳具の碗、調

理具の鍋がみ られる。
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本時期 の奈 良町遺跡 の産地別組成 は、肥前磁器の増加 によ り施紬陶器 ・磁器 の比率が全

体的に上が り、用途別組成でも食膳具が前代 と変わ らず高い比率を示 していた。 これは大

坂城跡 と共通す る。 さらに、京焼系陶器な どの新 しい産地の出現やその出土状況 も同 じで

ある。他に揺鉢 ・甕な どの主産地が大坂城跡 とは異な るが、近在す る産地を受容する点で

は大坂城跡 とその様相が共通す る。

この時期の奈良町遺跡 と大坂城跡 との相違でもっ とも重要なのは、産地別組成において

土師質土器 ・瓦質土器 の比率が高い ことである。大坂城跡では肥前磁器が高い比率を示 し

てお り、本遺跡の様相は京都 と類似す るが、瓦質土器 の状況 は異 なる。 これ ら土器類には

祭祀用具が多いことか ら、奈 良町遺跡では信仰的な行事での使用が頻繁に行われたことに

よると考え られ る。

さらに、大坂城跡では遺跡 内で地点の性格によって高級陶磁器 の受容に差異があったが、

本遺跡ではそのよ うな例はない。 しか し、肥前磁器の高級品や 中国製磁器が一定量出土す

ることか ら、大坂城跡 と大差 ない と考 えられ る。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期の資料 として正暦寺境内1・2次 調査SXO5が ある(第36図 一2)。 正暦寺は、

春 日山南端 に広がる山岳寺院である。正暦3年(992)に 一条天皇の勅願 寺 として創建 さ

れた と伝 え られている・2。SXO5は 奈 良町遺跡 の資料ではないが、本遺跡の土器 ・陶磁器の

様相 が奈良町遺跡 の特徴 を示 してい ると考 えられ るため採用 した。

産地別組成は土師質土・器37%、 京焼系陶器32.2%、 肥前磁器15%、 信楽焼8%、 瓦質

土器4%、 肥前陶器1.4%、 備前焼0.2%、 瀬戸美濃陶器0.2%と 続 く(第37図)。 用途別

組成 は食膳具42%、 調度具32%、 調理具18%、 貯蔵具8%に わかれ る(第38図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器である。主な器種は前代 と同様に皿で、灯

火芯を残す ものが多 く、食膳具 としては28%と 前代 より少な くなる(第39図)。 但 し、同

時期 の奈良町遺跡 では30%台 であることか ら・3、下降す るとはいえ一定量 は出土す る。 さ

らに町屋 か ら出土す る皿には 「春 日」・「春 日大社」 と墨書 されたものがあ り、本時期でも

祭祀的な使用が多かった と思われ る。

次に続 くのは京焼系陶器で、器種 は食膳具の碗 ・鉢、調理具の土鍋 ・土瓶 ・燗徳利、貯

12『 奈 良市埋蔵 文化財調 査概 要報告書 平成10年 度』奈良市教育委員 会1990年

13未 報告 資料で調査担当者 の ご好意に より実見 させていただいた。
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蔵具の壺、調度具の灯火具 ・尿瓶 と豊富な組成である。特に、煮沸具は調理具組成 では京

焼系陶器 土瓶32%、 京焼系陶器土鍋 ・行平21%と 高い比率 を示す(第40図)。 前代か ら

土鍋 は出土 したが、この時期 には土鍋 よ り行平が主体 となる。また、土瓶 も鍋類に近接す

る比率であることから、煮沸具が一気 に上昇 した ことがわか り、これにより産地別組成 に

おいて京焼系陶器 の比率が上がった と思われ る。

京焼系陶器 に続 くのは肥前磁器である。器種は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 を主 とし、その組成

をみると肥前磁器60%と 依然 として高い比率であることか ら(第39図)、 その様相 は前代

から継続す ることがわかった。

焼締陶器 は前代 と変わらず信楽焼 の比率が高い。器種組成 も同 じで揺鉢 ・甕が出土す る。

これ らは各用途別組成でも比率が高い(第40・41図)。

瓦質土器 は前代よ り激減 し、調理具の羽釜、調度具の火鉢、貯蔵具の甕 が僅 かに出土す

る程度 となる。 この他、肥前陶器 は鉢、堺 ・明石焼 は播鉢が出土す るが僅かである。

本 時期の奈良町遺跡の産地別組成は京焼系陶器が急増 し、肥前磁器 の比率 を上回る。用

途別組成でも食膳具 を抜いて調理具が高い比率を示すな どの変化 は、大坂城跡 と共通す る。

この ことら両遺跡 は同一類型 とみることができる。

しかし、産地別組成において土師質土器が高い比率を示す ことは大坂城跡にはみ られ な

い。 これは前代で もみ られ本時期で もその様相が継承 され る。また、甕の主産地 も大坂城

跡 と異なるが、同類型 とする京都 と共通 し、前代 と同様 に信楽焼の主な市場であったと思

われる。播鉢 にっいて大坂城跡 はもちろんのこと、共通点の多い京都 とも違っていた。 こ

れ らでは堺 ・明石焼が多 く出土 したが、奈 良町遺跡 には本産地が流入 され なかったことが

わかる。

5小 結

大坂城跡 を基準 として、これ に堺環濠都市遺跡、京都 、奈 良町遺跡 を比較す る形で検討

を加 えた。16世 紀末～17世 紀前期の4遺 跡の産地別組成は、共通 して土師質土器 が高い

比率を示すが、肥前陶器や中国製磁器な どを主 とす る施紬陶器 ・磁器 が多 く出土 し、焼締

陶器 の比率は低い組成である。4遺 跡 ともに、前代 には調理具や貯蔵具の土器や焼締陶器

を主体 とす る組成 であった ものが、施紬陶器 ・磁器の食膳具を中心 とす る組成 に変化 して

お り、施紬陶器 ・磁器 の食膳具を 日用器 として受容 していたことが明確になる。 さらに4

遺跡 ともに、高級品の施紬陶器 ・磁器が一定量受容 してお り、また4遺 跡 とも突出 して品
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質の高い陶磁器が出土す る例 も認 められ、遺跡 内の経済的格差によって、陶磁器受容に差

異があることがわかった。

17世 紀後期～18世 紀前期 に至ると、堺環濠都市遺跡 は本類型か ら外れ る。産地別組成

では3遺 跡 ともに土師質土器が減少 し、反比例す るよ うに肥前磁器が急増 し、京焼系陶器

や堺 ・明石焼などの新産地が加 わるようになる。用途別組成では、前代に比べると肥前磁

器の量産品食膳具の出土量が増え、食膳具 の 日用器化が進んでい く。 また、他 の2遺 跡 と

比較 して、京都ではこの時期 に地元の京焼系陶器が高い比率を示 してい る。

大坂城跡 と京都 では前代 と同様に、遺跡 内で高級陶磁器が突出 して高い比率を示 してお

り、両遺跡では本時期にも経済的格差 による異 なった陶磁器受容がみ られた。 しか し、こ

の時期か ら奈 良町遺跡では、遺跡 内において突 出して高級陶磁器の比率が高い例がなくな

るが、肥前磁器の高級品や中国製磁器が一定量 出土す ることか ら、他 の同類型遺跡 と大差

ない と考え られ る。

また、前代では焼締陶器 の播鉢 ・甕は広域流通品である備前焼 を中心に受容 していたが、

この時期には遺跡近郊の産地 の製 品を主に受容す るよ うに変わ る。

18世 紀後期～19世 紀前期 になると、大坂城跡 ・京都 ・奈 良町遺跡 の3遺 跡 の産地別組

成では京焼系陶器 が急増 し、前代 まで中心であった肥前磁器 と主体が変わる。京焼系陶器

の主器種は調理具の煮沸具で、 この増加によ り、用途別組成 においても調理具が前代まで

主体であった食膳具 を抜 くようになる。

また、京都や奈良町遺跡では中世的な生活様式が継承 されたために、近世 を通 して土師

質土器皿の出土量が多いの も特色である。

このように若干の差異はあるものの、近世における産地別組成や用途別組成 の変化は概

ね共通 してお り、 ことに大坂城跡 と京都は共通 した様相 を呈 していた。 したがって、3遺

跡(17世 紀後期以前 は4遺 跡)を 同一類型 に属す るとみなし、これ を1都 市型遺跡 とした。

第2節 近 畿 の 城 下 町 型 遺 跡 に お け る 土 器 ・陶 磁 器 の 様 相

前節では1都 市型遺跡の土器 ・陶磁器の特徴を述べた。本節ではこれ らとは異なる土器 ・

陶磁器組成 を示す一群の出土状況 を述べ、その特徴 を明 らかにす る。その代表例 として明

石城武家屋敷跡 を基準 とし、時期 区分 にっいては、ほぼ都市型遺跡 と同じであったため、

その画期に準 じて検討す る。
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1明 石 城 武 家 屋 敷 跡

①17世 紀前期 ～17世 紀 中期

この類型の代表的な遺跡が兵庫県明石市に所在す る明石城武家屋敷跡である(第68図

一4)
。 明石城は、元和3年(1617)に 外様大名、小笠原 忠政によって築かれ、明治4年

(1871)の 廃藩置県まで存続す る。

17世 紀前期 の資料 として9地 点SKO4が 挙げ られ る。産地別組成を比率の高い順 に配列

す ると、土師質土器32%、 肥前陶器32%、 丹波焼12%、 中国製磁器10%、 肥前磁器9%、

瀬戸美濃陶・器3%、 備前焼2%と 続 く(第81図)。 用途別組成 は食膳具79%、 調理具19%、

貯蔵具2%と(第82図)、 食膳具の比率が高い。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器で、主 な器種 は皿 ・焙烙 ・焼塩壺である。

これ らの成形方法や胎土の特徴か ら在地産が多い と思われ る。 この うち皿 は灯火芯を残す

ものが 目立 ち、主に灯火具 として使用 された と考え られ る。

土師質土器 と同率なのが肥前陶器 である。主な器種 は碗 ・皿 ・鉢で、これ らは食膳具組

成 において45%と もっ とも比率が高い(第83図)。 品質 は目痕を残す無文の量産品3に 対

して、懐石具に分類 され る高級品の絵唐津2で あ り、品質の良いものも一定量出土す る。

焼締陶器では丹波焼の比率が高い。主な器種 は調理具の播鉢、貯蔵具の壺、調度具の鉢

が出土する。調理具組成の うちで播鉢 は丹波焼55%、 備前焼5%と 圧倒 的に丹波焼 の比率

が高い(第84図)。 壺 は、本遺構では丹波焼のみであった。また、同時期 とす る21地 点

SK26・SK144よ り甕が多 く出土す ることか ら、本遺跡 における貯蔵具の主産地は丹波焼

だと思われ る。

丹波焼に続 く比率 を示すのは中国製磁器である。食膳具の皿が出土 し、その組成で20%

の比率 を示 し(第83図)、 皿 は土師質土器皿38%と もっ とも高いが、中国製磁器皿 は20%

を示 し他 の陶磁器 と比べ ると大差がみ られ る。景徳鎮窯 の青花が多いが、潭州窯系の青花

も僅 かに含まれ る。

中国製磁器 に続 くのが肥前磁器である。主な器種は食膳具 の碗 ・皿 ・鉢 で、本遺構では

碗 と皿の比率値は近いが、同時期の21地 点SK26で は碗7に 対 して皿3と 圧倒的に碗が

多い。瀬戸美濃陶器は、先に述べた肥前陶器や肥前磁器 などの施紬陶器 ・磁器 と比べて出

土量が少ない。器種は 「桃山陶器」に分類 され る志野焼 の懐石具で、無文で粗雑なつ くり

の量産品は出土 していない。
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以上の ように、肥前陶器 を中心に中国製磁器、肥前磁器な どの施紬陶器 ・磁器が高い比

率 を示 し、瀬戸美濃陶器 も合わせ ると50%と なる。これ らの主な器種 は碗 ・皿であ り、用

途別組成において食膳具が高い比率を示 したのは、施紬陶器 ・磁器の影響 によることがわ

かった。また、それは施紬陶器 ・磁器の食膳具を 日用器 として使用 した現れ と考 えられ る。

明石城武家屋敷跡の17世 紀前期～17世 紀 中期は、産地別組成で肥前陶・器が高い比率を

示 し、これ を含む施紬陶器 ・磁器が主体 とす る組成である。焼締陶器 は丹波焼 が多 く出土

し、播鉢 ・甕などを主製品 とす る。また、用途別組成では食膳具が高い比率 を示すことか

ら、主に施紬陶器 ・磁器の食膳具 を日用器 として受容 した と考 えられる。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

本時期 の遺構 として21地 点SK48が ある。産地別組成 を見てみ ると肥前磁器40%、 土

師質土器22%、 丹波焼12%、 京焼系陶器11%、 肥前陶器6%、 堺 ・明石焼5%、 備前焼

4%と 続 く(第81図)。 用途別組成は食膳具70%、 調理具21%、 貯蔵具9%で 、食膳具

の比率が高い(第82図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 である。前代では肥前陶器 より低い比率であ

ったが、本遺構では大きく上回 る。 この傾 向は17世 紀後期 よ り現れ る。その状況を示す

良好 な遺構が乏 しく、数値 として示せないが、前期のSXO1の 上層遺構か ら肥前磁器が急

増 し、土師質土器 を上回る。肥前磁器の主な器種は食膳具であ り、増加の要因はこれによ

ると思われ る。SK48か らは主に碗 ・皿 ・鉢などの食膳具が出土 し、その組成 をみると肥

前磁器63%、 京焼系陶器20%、 肥前陶器17%で(第83図)、 肥前磁器 の食膳具が前代 よ

りさらに増加す ることが明 らか となる。また、前代では明末清初の景徳鎮窯青花や 「桃 山

陶器」に分類 され る志野焼や肥前陶器の懐石具が出土 したが、本時期 にはこれ らは見 られ

ず、有 田町で生産 された染付や色絵の高級食膳具が出土す る。その一方で 「くらわんか手」

などの量産品 もみ られ、高級 品との割合はこれ が2に 対 して、「くらわんか手」などの量産

品が3と 後者 が多い。

肥前磁器 に続いて比率が高いのは土師質土器で、器種は皿 ・焙烙 ・規炉が出土する。皿

は前代 より減少 し、食膳具組成で1%ま で下がる(第83図)。 また、同時期の21地 点SK25

でも灯火具が10%程 度 に過 ぎず、本遺跡 において皿の比率は前代 よ り減少 した と考えられ

る。その一方で、焙烙は比率 を上 げる。調理具組成 をみると50%を 示 し(第84図)。 土師

質土器の全体量が前代 と大き く変わ らなかったのはこのため と思われる。
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焼締陶器で高い比率を示すのは、前代 と変わ らず丹波焼である。主な器種は調理具の播

鉢、貯蔵具の甕 ・壺で、各用途別組成で も高い比率 を示す。 同じ焼締陶器 の堺 ・明石焼、

備前焼は丹波焼 に比べる と比率は低いものの揺鉢 と鉢が出土す る。

これ らに続 くのは京焼系陶器 で、この時期か ら新たに出現す る。主な器種は食膳具の碗 ・

皿 ・鉢で、その組成では同 じ施紬陶器の肥前陶器17%に 対 して京焼系陶器20%と 高い(第

83図)。 この要因は、京焼系陶器の中に地元産の明石焼が含 まれ るためである。伝承によ

れば明石焼は元和8年(1622)に 藩の御用窯 として開窯 し、寛永2年(1625)に 民窯に代

わ り、それ以後、操業 し続けた といわれてい るが、その実体は明 らかでな く、考古学的な

発掘調査は19世 紀代の窯の一部で行なわれてい るのみである。 しか し、現在、伝世品な

どか ら開窯時期は江戸中期以降で、窯道具の特徴か ら京焼の技術的系譜 を引くと考えられ

ている。明石焼 と京都焼 との識別 は困難で、 したがって京焼系陶器に多 く含まれ るため、

肥前陶器 より高い比率を示す と考 えられる。

肥前陶器は前代 より比率が下がる。 これ は肥前磁器の急増、京焼系陶器 の出現による影

響 も考 えられるが、全体量が前代 より減少す ることも確かである。

明石城武家屋敷跡にお ける17世 紀後期～18世 紀前期には、産地別組成 において前代 ま

で主体であった肥前陶器に変わ り肥前磁器が高い比率を示す。 さらに、京焼系陶器 、堺 ・

明石焼が新た出現 し、京焼系陶器 は産地別組成 において施紬陶器の中心 となる。また、焼

締陶器は前代 と変わ りなく丹波焼が高い比率を示す。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期の遺構 として8地 点SK101が ある。産地別組成は肥前磁器34%、 京焼系陶器

32%、 堺 ・明石焼20%、 土師質土器8%、 丹波焼4%、 肥前陶器2%と 続 く(第81図)。

用途別組成については食膳具98%、 調理具2%に わかれ る(第82図)。

18世 紀代 と変わ りな く産地別組成 で高い比率 を示すのは肥前磁器である。主な器種は食

膳具の碗 ・皿 ・鉢 で、その組成では肥前磁器78%、 京焼系陶器19%、 肥前陶器3%を 示

し(第83図)、 依然 として比率が高い。本時期で も有 田町で生産 された染付や色絵 の高級

食膳具が出土 し、量産 品との割合は高級 品2に 対 して、「くらわんか手」などの量産品3で 、

前代 と変わ らず高級品 も一定量出土す る。 また、本時期 には器形や大きさにバ リエー ショ

ンがみ られ る。

肥前磁器 に次 ぐのは京焼系陶器である。SK49と 比べると比率 は上昇 し、肥前磁器 と近
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接する数値に変わ る。器種は食膳具の碗、土鍋 ・行平な どの調理具、灯火具 ・餌鉢 ・水滴

などの調度具で豊富な組成である。出土量が多い器種は、前代 と同様 に碗 と煮沸具で、碗

は食膳具組成において肥前磁器 に次いで高い比率を示 し(第83図)、 煮沸具 も調理具組成

で17%と 前代 よ り比率を上げる(第84図)。 したがって、これ ら器種の増加 によって産地

別組成で京焼系陶器の比率が上昇する と考 えられ る。また、京焼系陶器の中には、舞子焼

や明石焼など同 じ京焼の技術的系譜を引 く在地産の製品も多 く含 まれていると思われ、こ

れ らは遺跡近郊で生産が始まると同時に大量に流通 した と思われ る。

焼締陶器で比率が高いのは堺 ・明石焼で、主な器種は播鉢である。調理具組成 を見てみ

ると揺鉢は本産地のみで、揺鉢の主産地が丹波焼か ら堺 ・明石焼 に移行 している(第84

図)。

前代まで高い比率 を示 した土師質土器 は本時期には減少す る。主な器種 は焙烙で、前代

と変わらず調理具組成において高い比率を示す。また、同時期の21地 点SK38・SK49か

ら皿 ・規炉類 も出土する。丹波焼 は甕が出土 し、貯蔵具組成 を見てみれば丹波焼甕のみで

あった(第85図)。

明石城武家屋敷跡の18世 紀後期～19世 紀前期は、京焼系陶器碗 ・煮沸具の増加 によっ

て、産地別組成 において肥前磁器 と近接 した比率に変わる。 しか し、食膳具組成で肥前磁

器が依然 として高い比率 を示す ことか ら、本産地には影響がなかった と考 えられ る。また、

焼締陶器 の主器種である播鉢 は堺 ・明石焼 にその主体は移行す るが、甕については前代 と

変わ りな く丹波焼が中心であった。

2伏 見 城 跡

明石城武家屋敷跡 の分析結果 と類似す るのが伏見城跡 である(第20図 一4)。 本遺跡

は、京都市伏見区に所在す る。伏見城 は文禄元年(1592)に 豊 臣秀吉によって構築 され、

その直後の慶長元年(1596)の 大地震で倒壊す るが、す ぐに大規模な城郭 として再建 され

る。秀吉は慶長3年(1598)に 本城で終焉 し、その後、慶長5年(1600)の 関ヶ原 の合戦

により城 は焼失す るが、京坂を結ぶ交通の要所であるため、慶長6年(1601)に 再建 され、

徳川氏の拠点 として整備 される。 しか し、二条城 の造営 により元和9年(1623)に は廃城 と

なるが、城下町は江戸時代を通 して京都 ・大坂 を結ぶ水陸交通の要所、商業都市 として栄

える。

また、遺物保管の関係で一部分類できなかった器種 もあったが、筆者が実見 し様相に変
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わ りない と判断 し分析をお こなった。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本 時期の良好 な資料 として2区 土坑49が ある。産地別組成を比率の高い順 に配列す る

と、土師質土器77%、 中国製磁器6%、 瀬戸美濃陶器5%、 信楽焼3%、 備前焼2.5%、

肥前陶器2.3%、 瓦質土・器2.2%、 丹波焼1.2%と 続 く(第22図)。 用途別組成は食膳具60%、

調理具35%、 貯蔵具3%、 調度具2%に わかれ る(第23図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器である。出土量が多いのは皿で、成形は手

つ くね とロクロがあ り、これ らの特徴か ら在地産 と考え られ る。皿には灯火芯 を残す もの

もあるが、大半は食膳具で、その組成では37.5%と 高い比率を示す(第24図)。 その他 に

羽釜があ り、同時期の1区 溝11357か ら焙烙 も出土す る。

中国製磁器 は土師質土器 に次いで高い比率である。主な器種 は碗 ・皿 ・鉢な どの食膳具

で、食膳具組成 において23%を 示 し、これに続 く瀬戸美濃陶器22%と は近い数値で拮抗

す る数値 である(第24図)。 景徳鎮窯の碗 ・皿が多いが、潭州窯 の鉢 も 目立つ。瀬戸美濃

陶器 は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 が出土する。皿 は無文で、見込みに目痕を残す量産 品が多い。

碗は天 目碗が主で、鉢は志野焼、黄瀬戸な ど茶懐石 に分類 され る高級 品である。 これ ら食

膳具の品質は高級品2に 対 して、量産品3と 高級品も一定量含まれ る。

同 じ施紬陶器 ・磁器である肥前陶器 は、先の2産 地 と比べるとその比率は低い。主な器

種は碗 ・皿で、品質は絵唐津 などの高級品2に 対 して無文の量産 品が3の 割合 で、高級 品

も一定量含まれ る。

焼締陶器は信楽焼、備前焼が出土す る。信楽焼は甕が出土 し、貯蔵具組成では本産地の

みである(第26図)。1区 土坑2120か ら備前焼、常滑焼 も出土す るが、中心は信楽焼で

ある。備前焼は鉢 ・播鉢が出土す る。本遺構では播鉢は備前焼播鉢のみだが(第25図)、

同時期の1区 土坑2120か らは信楽焼播鉢が出土 し、2産 地が拮抗 していた と思われ る。

本時期の伏見城跡 の産地別組成は、土師質土器が高い比率で これに肥前陶器 を主 とす る

施紬陶器 ・磁器が続 く。用途別組成では施紬陶器 ・磁器 の食膳具が主体である。 これ ら諸

点は明石城武家屋敷跡 と共通す る。また、品質 も量産品が多いが中国製磁器や 「桃 山陶器」

の懐石具や茶器な どの高級品も一定量 出土す ることも同 じで、両遺跡 は同一類型 とみ るこ

とができる。

しか し、土師質土器の数値が本遺跡では50%以 上 を示 している。その主器種が同様に皿

であるが、明石城武家屋敷跡では32%で あった。用途別組成も先の遺跡では調度具、伏見
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城跡 は食膳具に分類 されてお り、異なる。本遺跡の土師質土器の様相 は都市型遺跡 の京都

や奈 良町遺跡 と共通 し、中世か らの受容形態が継承 されていた と思われ る。

また、焼締陶器 の揺鉢 ・甕 は明石城武家屋敷跡では丹波焼 で、信楽焼 を主 とす る本遺跡

とは異なるが、これ ら産地は両遺跡の近郊 に位置す る。 したがって、両遺跡の焼締 陶器 は

広域流通品を受容す るのではなく、遺跡近郊 の製 品を主に受容す るとい う点では共通す る。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

本時期 の良好な資料 として1区 土坑1313が ある。産地別組成 は土師質土器42%、 肥前

磁器23%、 信楽焼16%、 肥前陶器15%、 瀬戸美濃陶器3%、 京焼系陶器0.4%、 瓦質土

器0.2%と 続 く(第22図)。 用途別組成は食膳具63%、 調理具25%、 調度具8%、 貯蔵具

4%に わかれる(第23図)。

本時期 においても産地別組成 で高い比率 を示すのは土師質土器だが、本遺構では皿の破

損が著 しいために数値が高 く現れたが、個体数値は肥前磁器 と近接する。主な器種 は皿 ・

焙烙 ・火鉢である。その うちで焙烙は調理具組成で28%と 高い比率を示す(第25図)。

土師質土器 に続 くのは肥前磁器で、先に述べた通 り産地別組成 において高い比率を示す。

器種 は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 、調度具の瓶類がみ られ る。 この中で食膳具が多 く、その組成

で49.5%を 示す(第24図)。 施紬陶器 ・磁器 の品質は、前代では明末清初の中国製磁器 の

青花や瀬戸美濃陶器の 「桃山陶器」に分類 され る志野焼 の懐石具であったが、本時期には

有 田町で生産 された染付や色絵製品が主体 となる。その一方で 「くらわんか手」 とよばれ

る量産品 も出土す るが、その割合 は量産品3に 対 して、高級 品2と 前者が多い。

焼締陶器 では信楽焼 が多 く出土す る。主な器種 は播鉢 ・甕 ・壺で、調理具組成をみ ると

播鉢 は信楽焼66%の みである(第25図)。 同時期の1区 土坑1372か ら丹波焼播鉢 も出土

す るが僅かで、前代 と変わ らず揺鉢の主産地は信楽焼である。甕 は貯蔵具組成 によると信

楽焼が91%と 多 く、これ に備前焼 が9%と 僅かに出土する(第26図)。 したがって本遺跡

の播鉢 ・甕の主産地は信楽焼であることが明らか とな る。

肥前陶器の主な器種は碗 ・皿 ・鉢な どが主体で、瓶類 も僅 かに出土す る。食膳具組成 を

み ると、肥前磁器 に次いで肥前陶器31%と な り、施紬陶器の中では比率が高い(第24図)。

出土量の多い碗の装飾は京焼風陶器 ・刷毛 目 ・呉器手 と多種である。

この他、京焼系陶器 は本時期か ら出現す るが、出土量はごく僅かである。器種は本遺構

では鉢のみであったが、1区 土坑746か らは色絵碗 も出土す る。
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本 時期の伏 見城跡の産地別組成 は土師質土器が減少 し、それに変わって肥前磁器 が増加

し主体 となる。用途別組成では肥前磁器 の増加 により食膳具が前代 よりさらに比率を上げ

る。 これ ら諸点は明石城武家屋敷跡 と共通す る。また、陶磁器の品質では量産 品が多いが

高級 品も一定量出土することや、焼締陶器 も近郊の製品を主に受容す ることも同 じで、 し

たがって、本時期 も両遺跡 は同一類型 とみることができる。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期 の資料 として大型の廃棄土坑の1区 土坑783が ある。産地別組成を見てみ ると

土師質土・器69%、 肥前磁器8%、 軟質施紬陶器8%、 信楽焼3.5%、 堺 ・明石焼2%、 京

焼系陶器0.8%、 瓦質土器0.5%、 備前焼0.5%、 肥前陶器0.5%、 瀬戸美濃陶器0.2%と 続

く(第22図)。 用途別組成は食膳具26%、 調理具4%、 貯蔵具2%、 調度具68%に わか

れ る(第23図)。

この時期で も産地別組成で土師質土器 の比率は高いが、 これは皿の破損 が著 しいためで

個体数値 では肥前磁器 が50%を 示 し、もっとも多 く出土する。土師質土器の器種組成は前

代 と変わ らず皿が圧倒 的に高い比率であるが、規炉 は前代 より急増 してお り、この中には

涼炉などの嗜好品 も含 まれる。

肥前磁器は本時期で も産地別組成で高い比率を示 し、施紬陶器 ・磁器の中心である。器

種は碗 ・皿な どの食膳具、瓶類や神仏具の調度具 も出土す る。食膳具組成 をみると土師質

土器69%、 肥前磁器25%、 京焼系陶器2%、 瀬戸美濃陶器1.5%、 月巴前陶器1%で(第

24図)、 土師質土器の比率が高いが、これ は先 に述べたよ うに個体数値だ と前代 と変わ り

なく肥前磁器 が主体 と考 えられ る。

焼締陶器では堺 ・明石焼が出現す るが、その量はごく僅かである。多 く出土す るのは信

楽焼で、主な器種は揺鉢 ・甕 ・壺 ・鉢である。揺鉢 は調理具組成では信楽焼34%、 堺 ・明

石焼34%、 備前焼14%と 続 き、先の2産 地が拮抗す る(第25図)。 甕は貯蔵具組成で信

楽焼に限 られ、前代 と変化はない(第26図)。

この他、京焼系陶器 は本遺構 では1%未 満 であるが、同時期 の1区 土坑754で は肥前磁

器に次いで高い比率 を示 し、施紬陶器の主 となる。 この傾 向は18世 紀 中期か らみ られ、

土坑1374の 産地別組成では肥前磁器42%、 土師質土器29%、 京焼系陶器11%、 信楽焼

8%、 肥前陶器5%と 、施紬陶器の中で高い比率を示す。主な器種は食膳具で、その組成

では肥前磁器65%、 京焼系陶器16%、 土師質土器10%、 肥前陶・器5%と 前代 よ り比率を
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上げてお り、増加の要因が食膳具によることが明 らか となった。また、土坑783で は食膳

具 に続いて煮沸具 も高い比率 を示す ことか ら、18世 紀後期～19世 紀前期 には新たに煮沸

具が増加 し、そのため京焼系陶器の比率が上昇 した と思われ る。

本時期 の伏見城跡の産地別組成は京焼系陶器が急増 し、肥前磁 器 と近接す る。 この京焼

系陶器の増加 は調理具の煮沸具によるもので、用途別組成において前代まで主体であった

食膳具 と拮抗す る。また、焼締陶器は本時期でも近在す る信楽焼 を主に受容す る。 これ ら

様相 は明石城武家屋敷跡 と共通す ることか ら、両遺跡を同一類型 に属す ると認 められ る。

また、本 時期でも相違点はある。焼締陶器の播鉢 の主産地が本遺跡 では信楽焼 と堺 ・明

石焼が拮抗 し、明石城武家屋敷跡 は在地産 の堺 ・明石焼で、本時期には近郊の窯以外の播

鉢が受容 され始 める。 この状況は、都市型遺跡で も近在 に窯があっても堺 ・明石焼揺鉢 が

流入 してお り、この状況は近畿全体の特徴 と思われ る。

3堺 環 濠 都 市 遺 跡

①17世 紀後期 ～18世 紀前期

本遺跡の16世 紀末～17世 紀前期の土器 ・陶磁器様相 は、1都 市型遺跡 の特徴 を呈 して

いた。17世 紀後期以降は本類型に属すると考 えられる。その様相を見てみ ると、17世 紀

後期 ～18世 紀前期の良好 な遺構 としてSKT959の136土 坑がある。産地別組成は土師質

土器54%、 肥前磁器23.3%、 肥前陶器10%、 備前焼3.7%、 丹波焼2.2%、 瀬戸美濃陶器

1%、 京焼系陶器0.9%、 軟質施紬陶器0.8%、 東南アジア陶器0.8%、 中国製磁器0.8%、

堺 ・明石焼0.5%、 中国製陶器0.6%、 信楽焼0.4%と 続 く(第43図)。 用途別組成 は食膳

具40%、 調理具32%、 貯蔵具14%、 調度具14%と 食膳具の比率が高い(第44図)。

前代 と変わ らず土師質土器は産地別組成で半数以上の比率 を示す。 しか し、本遺構では

皿 ・甕の破損が激 しいため高い比率であったが、個体数値では肥前磁器 と共に30%台 を示

す。器種は皿 ・焙烙 ・焼塩壺 ・甕 ・火鉢 ・規炉 ・瓦灯 ・ミニチュア土製品 ・十能 ・土錘が

あ り、出土量が多いのは皿 ・焙烙 ・甕である。 また、胎土 ・成形方法か ら製品の多 くは在

地産 と考え られ る。皿 はすべて手つ くね成形 で、灯火芯を残す ものが70%あ る。皿 は前代

では食膳具 としての使用が多かったが、136土 坑では灯火具へ と受容 目的が変わっている。

皿に次いで出土量が多い甕は、貯蔵具組成 をみると土師質土器58%、 月巴前陶器14.2%、

丹波焼8%、 備前焼7%、 ベ トナ ム陶・器7%、 瓦質土器1.8%と 続き(第47図)、 在地産

の土師質土器甕が圧倒 的に多い ことがわかる。
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陶磁器で高い比率を示す のは肥前磁器 である。食膳具の碗 ・皿 ・小圷 ・猪 口、調度具の

神仏具 ・蓋物 ・瓶類 ・化粧具 ・文具など豊富な器種組成である。このなかで食膳具が多 く、

その組成では52%と 比率が高い(第45図)。 碗 の器形 は丸碗 ・半球碗 ・筒型碗 などバ リエ

ー ションがある。

陶磁器 の品質 は前期では景徳鎮窯の食膳具や 「桃 山陶器」に分類 され る志野焼や絵唐津

などの懐石具や茶器な どの嗜好品が中心であったが、本時期では有 田町で生産 された柿右

衛門様式などの色絵皿、染付の碗 ・皿な どの肥前磁器の食膳具が高級 品の主体 となる。 こ

のよ うな高級品が出土す るが 「くらわんか手」 などの量産品も多 くあ り、その比率は高級

品2.5に 対 して量産品が3と 後者が多い。 また、堺環濠都市遺跡 における肥前磁器 の出現

時期 は元和元年(1615)の 大坂夏の陣以降 と考えられている・4。17世紀後期の状況 をみる

とSKT959の137土 坑の産地別組成では、土師質土器58.5%、 肥前磁器20%、 備前焼7%、

肥前陶器6.8%、 瓦質土器2.6%、 丹波焼2.5%、 中国製磁・器1.1%、 東南アジア陶器0.8%、

中国製陶器0.6%、 瀬戸美濃陶器0.6%、 軟質施紬陶器0.4%、 朝鮮王朝陶磁器0.4%、 東

播系須恵器0.1%、 堺 ・明石焼0.1%と 続 く(第43図)。 土師質土器の数値が高い原 因は甕

の破損が激 しいためであ り、個体数値では肥前磁器 と近接 した数値を示す。肥前磁器の主

な器種は食膳具で、その組成をみ ると肥前磁器41.5%、 土師質土器37.5%、 肥前陶器16.5%、

中国製磁器3.4%、 朝鮮王朝陶磁器1.1%と 肥前磁器が主体であるが、品質 は量産品が多い。

この状況か ら、肥前磁器の増加傾 向は17世 紀後期 には現れ、それが食膳具の急増 による

ことが明 らか とな る。

肥前陶器は17世 紀前期 よ り比率は下がるが、一定量出土す る。器種 は食膳具の碗 ・皿 ・

鉢、調理具の播鉢 、貯蔵具の甕、調度具の香炉 ・壺で、この うち食膳具が多い。食膳具組

成では18%と 低いが(第45図)、 碗の装飾 は刷毛 目・三島手 ・呉器手 ・陶胎染付 ・京焼風

陶器 と多種にわた る。また、肥前陶器甕については、先 に示 した通 り貯蔵具組成で土師質

土器甕に次いで高い比率 を示す(第47図)。 本甕 は堺環濠都市遺跡 では17世 紀前期か ら

出土す るが2%と 僅かであった。17世 紀後期 とす るSKT959の137土 坑では8%出 土 し

てお り、本遺構の状況か ら17世 紀後期～18世 紀前期に肥前陶器甕の出土量が増加す るこ

とがわかった。

備前焼は焼締 陶器 のなかで比率は高いが、施紬陶器 ・磁器 との比率値 とは大差がある。

14赤松和佳 「近畿地方(3)大 阪府 下出土の肥前陶磁 にっいて」『国内出土の肥前陶磁 西 日本の流通を さぐる』九州

近世陶磁学会2002年
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主な器種は播鉢 ・甕で、各状況は調理具組成で播鉢 は備前焼9%、 丹波焼5%、 堺 ・明石

焼1.9%、 瀬戸美濃陶器0.3%、 肥前陶器0.3%と 続 く(第46図)。 前代までは備前焼が主

産地であったが、本遺構では産地数 も増え、一産地が独 占す る状況ではない。甕は先に見

たとお り、本遺構 では土師質土器、肥前陶器 が高い比率で、備前焼は丹波焼 よりも低い比

率で減少す る。備前焼甕は17世 紀前期までは主体であった。その後、17世 紀後期 とす る

SKT959の137土 坑での甕の様相 は、備前焼42%、 肥前陶器7%、 丹波焼4%、 瓦質土

器3%と な り、産地は増 えるが備前焼甕が依然 として高い比率を示す。 このことか ら、備

前焼甕が減少す るのは17世 紀後期～18世 紀前期に土師質土器甕 ・肥前陶器甕 の増加によ

ることがわかった。

この他に、堺 ・明石焼、京焼系陶器 が本時期か ら出現す る。器種は堺 ・明石焼が播鉢 、

京焼系陶器は碗 ・銚子 ・土鍋であ り、これ らの出土量は僅かである。前代 まで多 く出土 し

た中国製磁器や東南アジア陶器 はこの時期 には激減す る。 中国製磁器 の主な器種は食膳具

の碗 ・皿 ・鉢で、前代 と変わ りないが、清朝磁器 などの最新器種 はな く、16世 紀末～17

世紀前期の伝世品が出土する。東南アジア陶器 はベ トナム陶器の長胴甕で、 これ も伝世品

と考えられ る。

本時期の堺環濠都市遺跡では、前代に比べて土師質土器が減少 し、17世 紀後期か ら増

加す る肥前磁器が産地別組成 の主体 となる。また、堺 ・明石焼や京焼系陶器な どの新 しい

産地が本時期か ら出現す るが、その出土量は僅かであった。 さらに、前代 では堺環濠都市

遺跡 の焼締陶器の主産地は備前焼であった。本時期 には播鉢 は備前焼、甕 は在地産の土師

質土器甕 とな り、遺跡近郊の製品を主に受容す る傾 向がみ られ る。 このような諸点は、明

石城武家屋敷跡 と類似す る。 また、有 田町で生産 された高級 品の割合 は、明石城武家屋敷

跡 と比べる とやや少ない。

このように、明石城武家屋敷跡 とは高級陶磁器の量比がやや少ない ものの、産地別組成

や新産地の出現期や肥前磁器 の増加時期が共通す るため、両遺跡 を同類型 とみることがで

きる。

②18世 紀 中期 ～18世 紀後期

本時期の良好な遺構 として堺環濠都市遺跡SKT959の122土 坑がある。産地別組成 を

見てみ ると土師質土器51%、 肥前磁器20.2%、 肥前陶器7%、 信楽焼5%、 京焼系陶器

4.5%、 瀬戸美濃陶器4%、 堺 ・明石焼3%、 瓦質土器2%、 備前焼2%、 中国製磁器0.6%、
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軟質施紬陶器0.3%、 産地不明陶器0.3%、 丹波焼0.1%と 続 く(第43図)。 用途別組成 は

食膳具28%、 調理具33%、 貯蔵具26%、 調度具13%に わかれ る(第44図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器である。但 し、これは規炉 ・甕 などの大型

製品の破損が著 しいためで、個体数 では20%を 示 し、次の肥前磁器 と差異がない。主な器

種は皿 ・火鉢 ・規炉 ・甕で、なかで も火鉢や規炉な どの暖房具 ・厨房具の出土量が増加す

る。前代の137土 坑では調度具組成で火鉢22%、 規炉5%の 比率を示 していたが、本遺

構では火鉢6%、 規炉38%で ある(第48図)。 火鉢 は同時期の他 の地点では20%前 後 出

土 してお り、本時期 にはこれ ら器種が多 く受容 され始める。甕は貯蔵具組成で土師質土器

78%、 信楽焼17%、 備前焼3%、 肥前陶器1%と(第47図)、 前代 よ りさらに比率 を上

げる。

肥前磁器 はこの時期で も高い比率を示す。主な器種 は食膳具の碗 ・皿で、その組成では

肥前磁器51.4%、 肥前陶器12.6%、 京焼系陶・器11.4%と 、前代 よ り比率 を上げてい る(第

45図)。 主体である碗 ・皿は有 田町で生産 された高級品1に 対 して量産品3で あ り、前代

と変わらず主に量産品を受容 していた と考 えられ る。食膳具以外 に調度具の神仏具 ・化粧

具な どもあ り、これ らは前代 よ り比率 を上げる。

肥前磁器 に続 くのは肥前陶器 で18世 紀前期 よ り出土量が減少す る。前代では碗 と甕が

高い比率を示 していた。本遺構 の食膳具組成 によると肥前磁器碗35%、 京焼系陶器碗11%、

肥前陶器碗6.6%、 瀬戸美濃陶器碗5%と 続き、肥前磁器碗や京焼系陶器碗 よ り少ない(第

45図)。 甕 も同様で、貯蔵具組成で1%と 僅かで(第47図)、 これ らの減少によ り肥前陶

器の比率が下降 したと考 えられ る。

信楽焼 は前代 より比率 を上げる。主な器種 は甕である。貯蔵具組成 では土師質土器78%

に次いで信楽焼が17%を 示す。これ ら以外に備前焼3%、 肥前陶器1%が 出土す るが、信

楽焼 とは大差があった。SKT959で は埋甕遺構か ら丹波焼甕 も出土す るが量は僅かである。

したがって、陶器甕の主体は信楽焼甕 に移行 した と思われ る。

京焼系陶器 もまた前代 より比率を上げる。主な器種は食膳具の碗で、この他 に調理具の

土鍋 、調度具の香炉 ・蓋物がある。碗は先 に述べた通 り、月巴前磁器碗 に次いで高い比率で

あ り、碗の増加 により、産地別組成において京焼系陶器 の数値が上がった と考えられ る。

器形 は丸碗 ・端反碗 ・筒形碗 と豊富で、装飾 も色絵、銃絵、銃絵染付 と多彩である。また、

この時期か ら調理具の土鍋が出土するが10%と 低い。

その他 に、瀬戸美濃陶器 は香炉 ・灰落 とし ・水注 ・壺 と調度具が多い。備前焼は18世
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紀前期 よりさらに比率を下げ、前代まで一定量出土 した播鉢 ・甕 は他産地に完全に移行す

る。堺 ・明石焼の器種 は播鉢で、調理具組成では備前焼1%、 堺 ・明石焼13%と 、地元産

の播鉢が主 となる(第46図)。

本時期の堺環濠都市遺跡の産地別組成 は肥前磁器の比率が高 く、施紬陶器 ・磁器 を主 と

す る組成である。主体である肥前磁器の器種は前代 と変わらず食膳具で、これ は主に 日用

器 として受容 されている。また、京焼系陶器碗や土鍋な ども本時期か ら増加 し、さらに、

播鉢 も堺 ・明石焼が大量に流入 している。甕の産地別組成 も近郊の製 品を主に受容 してい

た。 これ らの様相は明石城武家屋敷跡 と共通 し、本時期 も両遺跡 をほぼ同一類型 とみ るこ

とができる。

4そ の他 の城 下 町型 遺 跡

近畿 では明石城武家屋敷跡 ・伏見城跡以外に、近世を通 じて本類型 に属す る遺跡 が他 に

あ り、ここではそれ らを取 り上げる。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本 時期の資料 として兵庫県姫路市に所在す る姫路城跡 があ り(第68図 一5)、 遺構 とし

ては城南小学校地点土坑3が ある。

産地別組成をみ ると土師質土器62%、 肥前陶器13%、 備前焼9%、 中国製磁器7%、

瀬戸美濃陶・器6%、 丹波焼2%、 信楽焼0.5%、 軟質施紬陶器0.5%と 続 く(第75図)。 用

途別組成は食膳具83%、 調理具12%、 貯蔵具4%、 調度具1%に わかれ る(第76図)。

産地別組成で比率が高いのは土師質土器で、主な器種 は皿 ・土釜である。本遺構 では皿

の破損が著 しいため62%を 示すが、個体数値では50%で ある。皿は成形方法や胎土の色

調か ら在地産 と思われ、用途は一部 に灯火芯を残す ものもあるが、多 くは食膳具 に属す る。

その組成を見てみると土師質土器70%、 肥前陶器13.8%、 中国製磁器10%、 瀬戸美濃陶

器8%と 続 き(第77図)、 個体数値では肥前陶器50%、 土師質土器45%と 前者 よりやや

低い。

次に続 くのは肥前陶器で、食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調理具の播鉢 ・瓶類な どが出土す る。

月巴前陶器 は食膳具組成で高い比率 を示 し、他 の施紬陶器 ・磁器 の数値 より大きい値である。

次は中国製磁器 である。器種は碗 ・皿な どの食膳具で、その組成では肥前陶器に次いで

比率が高い(第77図)。 景徳鎮窯の碗 ・皿で、鉢については潭州窯の製品が 目立つ。瀬戸
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美濃 陶器 は肥前陶器 とは大き く比率値 に違いがあるが、食膳具の碗 ・鉢が出土す る。碗 は

天 目碗、鉢は懐石具 に分類 され る志野焼で、嗜好品が多い。施紬陶器 は他 に、軟質施紬陶

器があ り、器種は碗で、器形の特徴か ら日用器 とい うより、茶器 に分類できる。

このよ うに施紬陶器 ・磁器 は貿易磁器や 「桃 山陶器」に分類 され る懐石具な どの高級 品

が出土する。量産品との割合 は高級品2に 対 して、量産 品が3と 高級 品も一定量含む。

焼締陶器で比率が高いのは備前焼である。器種は食膳具の鉢、調理具の播鉢 、貯蔵具の

甕、調度具 の鉢が出土す る。主体は播鉢 ・甕で、調理具組成で播鉢は備前焼40%、 肥前陶

器5%、 産地不明5%と 続き、備前焼播鉢が高い比率 を示す(第78図)。 甕 も同様であ り、

貯蔵具組成 をみると備前焼50%、 丹波焼20%と 、備前焼甕が多 く出土す る(第79図)。

姫路城跡の産地別組成は土師質土器が高い比率を示 し、これ に肥前陶器 、中国製磁器 な

どの施紬陶器 ・磁器が続 く。用途別組成においては食膳具が多 く、それ を材質別にわけた

場合 、施紬陶器 ・磁器 を中心 とす る。 これ らは明石城武家屋敷跡や伏見城跡 と共通 し、量

産品が多いが高級 品も一定量 出土することも同 じである。 したがって、 これ ら遺跡 は同一

類型 に属す るといえる。

姫路城跡では焼締陶器 の主産地が備前焼であ り他の遺跡 と異なる。 しか し、姫路城跡 は

備前焼の生産地 に近接す ることか ら、明石城武家屋敷跡 ・伏見城跡の焼締陶器 の状況 と共

通すると考 えられる。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

本 時期の資料 として、麻 田藩陣屋跡の落込み46が 挙 げられ る。麻 田藩 陣屋跡は、現在

は豊中市蛍池中町に所在する(第2図 一4)。1万 石の大名青木氏 によって営まれた陣屋で、

元和元年(1615)の 大坂夏の陣以後、陣屋 を設 けた と考え られてお り、明治4年(1871)

の廃藩置県による陣屋の移転 までここで営 まれ る。

落込み46の 産地別組成をみる と、肥前磁器50%、 京焼系陶器19%、 土師質土器12%、

肥前陶器12%、 丹波焼4%、 軟質施紬陶器1.6%、 瓦質土器0.7%、 備前焼0.7%と 続 く(第

49図)。 用途別組成は食膳具76%、 調理具14%、 調度具10%に わかれ る(第50図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 である。器種は碗 ・皿 ・鉢 ・小圷 ・猪 口な ど

の食膳具、瓶類 ・文具などの調度具が出土す る。 この うち碗 ・皿が多 く、食膳具組成では

肥前磁器60%、 京焼系陶器17%、 肥前陶器15%、 土師質土器8%と 肥前磁器が高い比率

を示す。 品質は 「くらわんか手」が70%と 多いが、有 田町で生産 された高級品 も20%出
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土する。

また、肥前磁器 は本遺構 において高い比率を示 したが、この様相 は前代か ら現れている。

17世 紀後期の廃棄土坑である。土坑1267の 産地別組成は、丹波焼44%、 土師質土器19%、

肥前磁器19%、 京焼系陶器9%、 肥前陶・器6%、 中国製磁器3%と 続 く(第49図)。 肥前

磁器 は丹波焼に次 ぐ比率であるが、 これは丹波焼播鉢の破損が著 しいためで、個体数では

土師質土器 と丹波焼、肥前磁器 が近接する数値 を示す。肥前磁器の主な器種は食膳具で、

その組成をみると肥前磁器63%、 京焼系陶器14.5%、 土師質土器9%、 月巴前陶器9%、

中国製磁器4.5%と 高い比率を示す(第51図)。 したがって、本遺跡 では17世 紀中期～17

世紀後期にかけて肥前磁器 が上昇 した と思われ る。

肥前磁器 に続 くのは京焼系陶器で、前代 の土坑1267よ りさらに比率が上が り、他の施

陶磁器 と差異がある。器種は食膳具の碗 ・鉢、調理具の土瓶 ・土鍋が出土す る。碗 ・鉢 と

もに色絵製 品が多 く、碗は同 じ施紬陶器である肥前陶器碗 が7%に 対 して京焼系陶器碗

17%と 比率が高い(第51図)。 また、本時期か ら土瓶 ・土鍋 な どの煮沸具が出現するが、

量は少ない。

京焼系陶器 の次に多いのは土師質土器 で、主な器種は皿 ・焙烙 ・火鉢 ・規炉である。 こ

の うち皿 と焙烙が多い。皿は先に述べた とお り食膳具組成では施紬陶器 ・磁器 よ り比率が

低い。焙烙は調理具組成で35%と 鍋類では高い比率 を示す(第52図)。

肥前陶器は肥前磁器 、京焼系陶器 と比べると比率は低いが、食膳具の碗 ・皿 ・鉢が出土

す る。 この中で鉢 は食膳具組成をみる と肥前陶器鉢8%に 限 られ、 このことか ら施紬陶磁

器鉢 では本産地が主であった と思われ る(第51図)。

焼締陶器は丹波焼のみで、器種は鉢 ・播鉢である。播鉢はこれが独 占し、また、本遺構

では出土 しないが、同時期の井戸18で は丹波焼甕が高い比率を示す。 このことか ら、本

遺跡 の焼締陶器の主産地は丹波焼であることがわかった。

本 時期の麻 田藩陣屋跡 の産地別組成 は、肥前磁器 が主体で これ に土師質 土器 ・施紬陶

器 ・磁器 が続 く。肥前磁器 は17世 紀後期か ら出土量が増 え、 これによ り用途別組成で食

膳具が高い比率 を示す。 これ らの諸点は、明石城武家屋敷跡や伏見城跡 と共通す る。 さら

に、焼締陶器 の主産地が近郊の産地であることも同様で、本時期の麻 田藩陣屋跡は明石城

武家屋敷跡や伏見城跡 と同一類型 とみ ることができる。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期
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本 時期の資料 として麻 田藩陣屋跡の土坑26で ある。産地別組成を比率の高い順 に配列

す ると肥前磁器35%、 京焼系陶器26%、 土師質土器14%、 丹波焼6%、 瀬戸美濃陶器5%、

肥前陶器3.5%、 堺 ・明石焼3%、 京焼系磁器2.2%、 軟質施紬陶器2%、 備前焼1.3%、

瀬戸美濃磁・器1%、 信楽焼0.5%、 萩焼0.25%、 中国製磁器0.25%で(第49図)、 肥前磁

器が前代に引き続 き高い比率だが、次 に続 く京焼系陶器 と差が縮ま る。用途別組成 は、食

膳具45%、 調理具32%、 調度具22%、 貯蔵具1%で 、食膳具 を主体 とす るが、調理具 と

の比率差は僅 かである(第50図)。

前代 と変わ らず比率が高いのは肥前磁器である。器種 は食膳具 の碗 ・皿 ・鉢 ・小圷 ・酒

圷 ・猪 口、調度具の神仏具 ・文具 ・段重 ・蓋物 ・瓶類 と豊富な組成である。 この うち多 く

出土す るのは食膳具で、その組成 をみ ると肥前磁器58%、 京焼系陶器18%と 続き、前代

と同様に高い比率を示す(第51図)。 碗は くらわんか手碗 を主体 とす るが、半球碗 ・筒型

碗 ・望料碗 ・広東碗 ・小丸碗 と器形にバ リエー ションがある。また、小圷 ・酒圷 ・猪 口な

どの圷類 の数値 も18世 紀代 より比率 を上 げる。また、同じ磁器である瀬戸美濃磁器、京

焼系磁器 もこの時期か ら出現す る。瀬戸美濃磁器は碗のみで、比率 も僅かで肥前磁器の比

率に影響を及 ぼさない。京焼系磁器 は碗 ・皿 ・鉢 ・瓶が出土 し、比率は肥前磁器 と比べる

と低 いが、瀬戸磁器 より器種 は多い。

また、本遺跡 では窯道具が大量に出土 し、窯道具の中には青磁が溶着 したものがあ り、

周辺で磁器生産をお こなっていた と思われ る・5。また、その窯道具の特徴、組成 か ら京焼

の技術的影響を少なか らず受 けた窯 と考え られ、出土 した京焼系磁器 の中には本窯の製 品

が多 く含む。

肥前磁器 に続 くのは京焼系陶器で、器種は17世 紀後期～18世 紀前期 より増 え、食膳具

の碗 ・鉢 、調理具の土瓶 ・土鍋、調度具の灯火具 ・化粧具 ・文具 ・餌鉢 ・蓋物 ・瓶類 と豊

富な組成である。その中で碗 ・煮沸具 ・灯火具が多い。煮沸具 は調理具組成 では土瓶36%、

土鍋33%と 、これ らで半数以上を占める(第52図)。 したがって、これ らの増加によ り京

焼系陶器 が産地別組成で肥前磁器 と近接す る数値 とな り、用途別組成 においても調理具が

上昇 した と考え られ る。

続 く土師質土器 は皿 ・焙烙 ・火鉢 ・涼炉 ・乗燭 ・ミニチュア土製品である。皿は調度具

組成 をみると18世 紀後期 より比率 を下げる(第54図)。 その一方で、火鉢 ・涼炉などの

15赤 松 和佳他 『豊中市蛍池中町所在 麻 田藩陣屋跡

告書』(財)大 阪府文化財セ ンター2002年

一蛍池駅西地区第1市 街地再開発工事に伴う埋蔵文化財調査報
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暖房具、厨房具の比率は18世 紀代 よ り上がる。皿は、ロクロ成形 と手つ くね成形があ り、

手つ くね成形が多い。

焼締陶器 は丹波焼が高い比率を示す。器種 は揺鉢 ・徳利が出土 し、新たに植木鉢や嗜好

品もみ られ始める。播鉢 は前代まで主製品であったが、調理具組成 をみ ると堺 ・明石焼12%、

丹波焼2%と 、堺 ・明石焼播鉢が多い(第52図)。 この状況は18世 紀後期か らみ られ、

焼締 陶器 の主産地が本時期か ら丹波焼か ら堺 ・明石焼へ移行す ることが明 らか となった。

徳利 は調理具組成 では丹波焼8%、 備前焼2%と 丹波焼徳利が主体である。 これはいわゆ

る 「貧乏徳利」 と呼ばれ るもので、それに対 して備前焼徳利 は 「伊部手」 と呼ばれる上質

の製 品であ り、両産地では品質が異なる(第52図)。

丹波焼 に続 くのは瀬戸美濃陶器 で、17・18世 紀代はほとんど出土 しなかったが、本時

期か ら僅かに増 え始 める。器種は碗 ・植木鉢 ・香炉 ・火鉢 と調度具が中心である。前代 ま

で一定量を保 っていた肥前陶器 はさらに比率を下げる。器種 は鉢のみで京焼風、刷毛 目、

三島手 と装飾 は豊富であるが、前代までの組成 とは大きく異なる。軟質施紬陶器は灯明皿 ・

乗燭 の灯火具が出土 し、調度具組成では軟質施紬陶器皿35%、 京焼系陶器灯火具2%、 土

師質土器皿1%と な り、灯火具 は軟質施紬陶器 が中心 とな る組成 に変化す る(第54図)。

この他、信楽焼は甕で貯蔵具組成 をみ ると本産地のみである(第53図)。 しか し、同時

期の落込み6で は丹波焼甕が出土 し、18世 紀後期～19世 紀前期 の本遺跡 の甕 は信楽焼 と

丹波焼が競合す る。

本時期の麻田藩 陣屋跡 の産地別組成 は、前代 に引き続 き肥前磁器が高い比率であるが、

京焼系陶器が急増 し、肥前磁器 と拮抗する組成 となる。京焼系陶器は煮沸具によ りその比

率 を上げ、用途別組成において も食膳具 と調理具が拮抗す るよ うになる。 この点 も明石城

武家屋敷跡や伏見城跡 と共通 し、 したがって、本時期の麻 田藩陣屋跡 は先 の遺跡 と同類型

に属す るといえる。

5小 結

明石城武家屋敷跡 を基準に伏 見城跡 ・堺環濠都市遺跡 ・姫路城跡 ・麻 田藩陣屋跡 などか

ら出土 した土器 ・陶磁器の産地 ・用途別組成を比較検討 した。

16世 紀末～17世 紀前期の産地別組成は、明石城武家屋敷跡、伏見城跡、姫路城跡では

共通 して、土師質土器 が高い比率 を示すが、主に肥前陶器 をはじめとして食膳具の施紬陶

器 ・磁器 が多 く出土 し、その組成で これ らが主体 とな る。 このことか ら3遺 跡 では本時期
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に肥前陶器 を中心 とする施紬陶器 ・磁器 の食膳具を 日用器 として受容 していた。また、施

紬陶器 ・磁器は量産品を主体 とするが中国製磁器 などの貿易磁器 が10%前 後 を受容 し、「桃

山陶器」に分類 され る茶器や懐石具な どの高級食膳具 も一定量受容 され る。焼締陶器は3

遺跡 では近郊の産地 を受容 していた。 しか し、同類型 と考 えられ る大阪府岸和田市の岸和

田城跡では、焼締陶器の主製品である播鉢 ・甕 は備前焼が各器種組成 で70%を 示 している。

この ことか ら、近在 に焼締陶器 の産地がない場合は広域流通 品を受容 した と考えられ る。

17世 紀後期～18世 紀前期 に至ると、産地別組成 は土師質土器が減少 し、それに変わっ

て17世 紀後期か ら増加する肥前磁器が主体 となる。さらに、本時期 より京焼系陶器、堺 ・

明石焼な どが新たに加 わ り、産地数が増える。用途別組成は肥前磁器 の増加によ り食膳具

が前代 よりさらに比率を上げ、 日用器 としての受容が さらに増す。また、陶磁器の品質は

前代 と変わ りなく、本時期では 「くらわんか手」な どの肥前磁器の量産品が多いが、有田

町で生産 された色絵や染付の高級食膳具 も一定量含まれ る。焼締陶器 の主産地は広域流通

品ではな く、遺跡近郊の産地 を主に受容 し、流入形態が前代 と変わ る。

18世 紀後期～19世 紀前期では、京焼系陶器が急増 し産地別組成で月巴前磁器 と近接 した

値まで上昇する。 その要因は煮沸具の急増 により、用途別組成において前代まで高い比率

を示 した食膳具 と拮抗す る組成 となる。 このように変化 はあるものの、陶磁器 の中心は肥

前磁器の食膳具であることには変化はみ られない。焼締陶器 の主産地は窯場に近ければ近

い程 に前代の組成 を継続するが、そ うでなけれ ば播鉢は堺 ・明石焼に変化 し、甕は多産地

が競合 してお り、前代 より流入形態が複雑化す る。

以上がII城 下町型遺跡の土器 ・陶磁器 の特徴である。その一方で、相違点 もある。伏見

城跡 が同類型の遺跡 と比べて土師質土器皿 の出土量が多 く、この様相 は1都 市型遺跡の京

都や奈良町遺跡でみ られ、中世か らの土器受容が本遺跡で も継承 していた と考えられ る。

このよ うな相違点はあるが、ほぼ土器 ・陶磁器の様相 が共通す ることか ら、これ ら遺跡

を同類型 とした。 また、本類型に属す る遺跡の性格が城下町跡が多いため11城 下町型遺跡

と称す。

第3節 近 畿 の 在 郷 町 型 遺 跡 に お け る 土 器 ・陶 磁 器 の 様 相

1都 市型 ・II城下町型遺跡の特徴を述べたが、 これ らとは異なる一群がある。 ここでは

それ ら遺跡の土器 ・陶磁器 の出土状況 を検討 し、その特徴 を明らかにす る。その代表例 と

して伊丹郷町遺跡 を基準 とし、時期区分については都市型遺跡 とほぼ同じであったため、
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その画期に準 じて検討す る。

1伊 丹 郷 町遺 跡(第1・68図 一1)

本類型 として、まず取 り上 げたいのは兵庫県伊丹市の南東部に位置す る伊丹郷町遺跡 で

ある。江戸時代 、酒造業によ り発展 した在郷町である。これまで300数 次を超 える発掘調

査が行われてお り、全国的にみてもこれだけ広範囲に町屋が調査 された例 は少 なく、近世

の町屋の様相を知 る上で重要 な資料を提供す る遺跡の一つである。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本 時期の良好 な資料 として第51次 調査B-2-1区SK479が 挙げ られる。遺構 の性格

は廃棄土坑である。産地別組成 を比率の高い順 に配列すると肥前陶器48%、 丹波焼24%、

土師質土器18%、 備前焼5%、 瀬戸美濃陶器5%と 続 く(第14図)。 用途別組成は食膳具

57%、 調理具33%、 貯蔵具5%、 調度具5%と 食膳具が高い比率を示す(第15図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前陶器 である。但 し、本時期は、遺跡全体で遺物 の

出土量が少な く、遺構 によって、その組成が異なる。第123次D-7区SK622で は備前

焼45%、 丹波焼31%と 焼締陶器 が高い比率であるのに対 して、第97次D-6区SP507

は土師質土器34%、 肥前陶器34%、 丹波焼17%と 土師質土器の比率が高い遺構 もあ り、

本時期の産地別組成では土師質土器、焼締陶器、肥前陶器 が拮抗す ると考えられ る。

本遺構での肥前陶器 の主な器種 は碗 ・皿 ・鉢な どの食膳具で、その組成では肥前陶器80%、

土師質土器10%、 瀬戸美濃陶器10%と 肥前陶器 が中心である(第16図)。 同時期 の遺構

である第123次D-7区SK622で は肥前陶器40%、 中国製磁器40%、 瀬戸美濃陶器20%

とあ り、本時期の食膳具は肥前陶器が主体であることがわかる。品質ついては 目痕 を残す

量産品が4に 対 して、絵唐津 などの高級品1と 、量産品が多い。

肥前陶器 に続 くのは丹波焼である。揺鉢が出土 し、調理具組成では本揺鉢のみであるが

(第17図)、 先に取 り上げたSK622で は備前焼80%、 丹波焼20%と 備前焼播鉢が高い比

率 を示 し、両産地が競合す ると考え られ る。備前焼は本遺構では甕のみであるが、SK622

で播鉢 も出土す る。甕については同時期 とするSP507で は丹波焼甕 が100%で あ り、遺構

によってその比率が異なるものの、本遺構が示す ように焼締陶器 は丹波焼が主産地 と考え

られる。また、前代の有岡城時代では備前焼が多 く出土す ることか ら、16世 紀末～17世

紀前期に焼締陶器 の中心が丹波焼へ移行 した と考え られ る。

焼締陶器に次いで多いのは土師質土器 である。器種は皿 のみで、同時期 の遺構では羽釜 ・
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播鉢 などが出土す るが量は少 ない。成形は手つ くねで、その特徴か ら在地産 と考えられ る。

瀬戸美濃陶器は先 に述べたよ うに、出土量は少 ない。主な器種 は食膳具 の碗 ・皿である。

粗雑 な作 りの量産品のみで、「桃 山陶器 」に分類 され る志野焼や織部焼 などの懐石具や茶器

はみ られない。また、本遺構では出土 していないが同時期のSK622で は中国製磁器がみ

られる。産地別組成は3%と 比率が低い。このよ うな例 は、同時期の遺構でもあるものの、

本遺構が示すよ うに出土 しない例が多い。

16世 紀末～17世 紀前期の伊丹郷町遺跡 は、肥前陶器 、丹波焼、土師質土器 が産地別組

成で拮抗す る。用途別組成では食膳具が多 く、これ に貯蔵具 ・調理具が続 く。 また、調度

具は低い比率で、器種は灯火具のみでバ リエーションがない。陶磁器 の品質は、中国製磁

器や 「桃 山陶器」に分類 され る懐石具や茶器 な どの高級 品は僅かで、量産品が主体である。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

この時期の遺構 として元禄12年(1699)も しくは元禄15年(1702)の 火災に関係す

る遺構が多数ある。第123次 調査D-7区SXO1は 醸造遺構で埋土か ら被災 した陶磁器が

大量に出土 した。

産地別組成を見てみる と、土師質土器37%、 肥前磁器32%、 肥前陶器11%、 丹波焼10%、

備前焼7%、 軟質施紬陶・器2%、 堺 ・明石焼1%、 瀬戸美濃陶器1%と 続 く(第14図)。

用途別組成は食膳具38%、 調理具34%、 貯蔵具12%、 調度具3%に わかれ る(第15図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器である。それ は焙烙の破損 が著 しいためで

あ り、個体数 でみると肥前磁器60%、 土師質土器20%と 肥前磁・器が中心 となる。 また、

その影響は用途別組成 の調理具の数値にも現れ、個体数では食膳具が60%で 、調理具 は

20%台 に留まる。土師質土器 の主な器種 は皿 ・焙烙 ・火鉢 などで、皿 は手つ くね成形で、

灯火芯 を残すものが多い。

肥前磁器は先 に述べた通 り、産地別組成の主体である。その出現時期は17世 紀前期～

17世 紀後期 と考えられてお り、 この時期 とす る第86次 調査B-12区SK66の 組成 をみる

と土師質土器67%、 肥前陶・器20%、 肥前磁器9.9%、 丹波焼2%、 瓦質土器1%、 中国製

磁器0.1%と 続 く。しか し、土師質土器焙烙の破損が激 しいため数値が高 く現れ るだけで、

個体数値 では肥前陶器 が52%で 、土師質土器 は20%を 示 し、肥前磁器 は肥前陶器や土師

質土器 より比率は低 く4.5%で あった。 したがって、肥前磁器は17世 紀後期～18世 紀前

期に急増す ると思われる。主な器種は食膳具の碗 ・皿で、その組成をみ ると本産地が半数
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以上を示 し(第16図)、 この影響 によって用途別組成で食膳具が高い比率を示す こととな

る。 さらに、食膳具以外に化粧具や瓶類な どの調度具 も出土す るが、量は僅かである(第

19図)。 また、その品質は有 田町で生産 された高級食膳具が1に 対 して、「くらわんか手」

などの量産品が3と 、前代 より量比はやや縮まるが、依然 として量産品が多い。

肥前磁・器に続 くのは肥前陶器 である。前代の第86次 調査B-12区SK66の 産地別組成で

は高い比率 を示 したが、本時期に至る と肥前磁器を下回る。 しか し、肥前磁器以外 の陶磁

器 とは比率に大差があることか ら、一定量 は保持 されてい る。主な器種は、京焼風陶器や

呉器手な どの碗類 と刷毛 目 ・三島手の鉢類で、この組成 は前代 と変わ らない。

焼締陶器は備前焼 と丹波焼が出土す る。備前焼の器種 は瓶類のみである。一方、丹波焼

の器種は豊富であ り調理具では播鉢(第17図)、 貯蔵具では甕が丹波焼のみ となる(第18

図)。

他 に軟質施紬陶器は灯明皿が多く出土 し、調度具組成 をみると軟質施紬陶器灯明皿9%

に対 して、土師質土器灯明皿5%と 比率が高いが(第19図)、 同時期の第97次B-13区

SK26で は土師質土器灯明皿が中心である。新たに出現 した産地 として堺 ・明石焼があ り、

また、同時期 の第97次D-6区SK453か らは京焼系陶器 も出土す るが、これ らの比率は

僅かである。

また、同 じ時期の火災資料である第165次 調査焼土1は 、伊丹郷町の北東に位置す る万

徳寺の敷地内に位置する。寺史によれば本寺 は天正年 間(1573～1591年)の 創建であ り、

現在 の地には寛永4年(1627)に 移 った とされている。江戸時代 を通 し三度の火災によっ

て建物が焼失 した ことが明 らかで、焼土1は 検 出状況か ら元禄12年(1699)か 元禄15

年(1702)の いずれ かの火災にあたると考えられ る・6。

産地別組成を比率の高い順 に配列す ると、肥前磁器69.5%、 土師質土器13%、 丹波焼

7%、 中国製磁器6%、 肥前陶器2%、 備前焼1.6%、 京焼系陶器0.8%、 上野 ・高取焼

0.1%と 続 く(第14図)。 用途別組成は食膳具75%、 調度具13%、 貯蔵具7%、 調理具5%

にわかれる(第15図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 である。主な器種は食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調

度具の神仏具、文具 と:豊富な器種組成である。 この うち食膳具組成では81%を 示す(第

16図)。 品質は有 田町で生産 された柿右衛門様式の色絵や青磁色絵 などの高級品4に 対 し

16伊 丹市教 育委員会 『伊 丹市埋蔵 文化財調 査報告書 一震災復 旧 ・復興事業に伴 う発掘調 査 一』2001年
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て、 「くらわんか手」などの量産品1と 、高級品が圧倒的に多い。

土師質土器 は皿 ・焙烙 ・焼塩壺が出土 し、この うち焙烙は調理具組成で40%と 高い比率

を示す(第17図)。 焼締陶器 で高い比率 を示すのは丹波焼である。主な器種は揺鉢 ・徳利 ・

甕である。調理具組成 では播鉢 は本産地のみである(第17図)。 甕 も貯蔵具組成で100%

を示 し(第18図)、 播鉢 ・甕 は丹波焼が主産地である。

他 に、中国製磁器は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 などが出土す る。その組成 では肥前磁器 とは比

率値 に大差があるが、本遺跡の同時期の遺構でこれ ほど出土す る例はない。伝世品 と考え

られる龍泉窯の青磁碗や青花皿 ・鉢が組物でみ られた。京焼系陶器は古清水の色絵碗が出

土 し、上野 ・高取焼は天 目碗で これ も組物である。

17世 紀後期～18世 紀前期の伊丹郷町遺跡は、産地別組成 では肥前磁器 が主体で、土師

質土・器、肥前陶器 が続 く。16世 紀末～17世 紀前期 に高い比率を示 した焼締陶・器は比率を

下げる。焼締陶器 は近在する丹波焼が播鉢 ・甕の市場を独 占す る。用途別組成 は肥前磁器

の増加によ り食膳具が上昇 し、他の器種 と大差がみ られ る。 また、調度具は瓶類や神仏具

など器種が増える。陶磁器の品質は、有 田町で生産 された高級品は僅かで、「くらわんか手」

などの量産品を主 とする一方で、有 田町で生産 された高級品を多 く所持す る万徳寺の例 も

ある。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

この時期の良好な資料 として第51次 調査B-2-2区 の廃棄土坑SK722が 挙げ られ る。

産地別組成 を比率の高い順に配列す ると肥前磁器38%、 京焼系陶器29.8%、 土師質土器

15%、 丹波焼11%、 軟質施紬陶器4%、 堺 ・明石焼2%、 備前焼0.07%、 瀬戸美濃陶器

0.05%、 肥前陶器0.04%、 瓦質土器0.03%、 萩焼0.01%と 京焼系陶器 が肥前磁器 と近接

す る(第14図)。 用途別組成 は調理具34.6%、 食膳具34%、 貯蔵具9.4%、 調度具22%

とな り、食膳具の比率が下が り、調理具、調度具は比率を上げる(第15図)。

肥前磁器は前代 と変わ らず産地別組成で比率が高い。主な器種は食膳具の碗 ・皿である。

その組成をみると、肥前磁器79%に 対 して、京焼系陶器17%、 肥前陶・器1.8%、 萩焼0.2%

と、他の産地 とは比率値に大差がみ られる(第16図)。 品質は 「くらわんか手」な どの量

産品3に 対 して、有 田町で生産 された高級品2と 、量産 品が多いが、前代 より割合が縮む。

碗の器形は広東碗 ・望料碗 ・半球碗 ・筒型碗 と豊富になる。化粧具や文具などの調度具も

前代 より比率を上げる。
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肥前磁器に続 くのが京焼系陶器で、産地別組成では肥前磁器 と近接す る数値 である。 こ

れ は京焼 系陶器 の急須 ・土鍋 な ど煮 沸具の破損が著 しいためで、個体数値では肥前磁器

37.1%、 京焼系陶器28%と 数値に違いがある。京焼系陶器 の出現時期は17世 紀後期 ～18

世紀前期であった。その後、18世 紀中期には出土量が増 えるが、依然 として肥前磁器 とは

大差があ り、京焼系陶器は本時期か ら急増 した と思われ る。主な器種 は、食膳具の碗、調

理具の土瓶 ・土鍋 、調度具の灯火具 ・化粧具 ・餌鉢 と豊富な組成である。 この うち煮沸具

が多 く、調理具組成 をみ ると京焼系陶・器土瓶41.7%、 京焼系陶器 土鍋21%、 土師質土器

焙烙10%、 堺 ・明石焼播鉢7.7%と(第18図)、 前代まで調理具の主体であった焙烙は激

減 し、本産地の煮沸具を主 とす る組成へ変化す る。また、 これ らの増加は用途別組成にお

いて調理具が上昇す る要因 となる。 さらに、京焼系陶器 は灯火具 もこの時期か ら出現 し、

出土量 も多量である。灯火具 は調度具組成 をみ ると京焼系陶・器16%、 土師質土器13%、

軟質施紬陶器10%で あ り、主体が前代の土師質土器灯火具か ら京焼系陶器灯火具へ移行す

る(第19図)。

土師質土器 は18世 紀代よ りさらに比率 を下げる。主な器種は皿 ・焙烙 ・火鉢 ・規炉類

で、18世 紀代まで中心であった焙烙は調理具組成で激減す る。その一方で、火鉢や規炉類

は調度具組成 で高い比率 を示 し、本時期の土師質土器 の主な器種 は暖房具 ・厨房具になる

(第19図)。

焼締陶器は前代 と変化な く丹波焼の比率が高い。但 し、播鉢は調理具組成をみ ると堺 ・

明石焼播鉢が多 く出土す る(第17図)。18世 紀中期 とす る第123次 調査D-7区SK102の

調理具組成では堺 ・明石焼揺鉢22%、 丹波焼播鉢18%と 堺 ・明石焼 に主体が移行 してお

り、本時期にはさらに比率が上昇する。丹波焼は、甕が依然 として多 く、それ以外 に鉢 ・

徳利 など豊富な器種が出土す る。

この他に、瀬戸美濃陶器 も出土量が若干ではあるが増 える。 これは17世 紀代にみ られ

た天 目碗や皿 などの食膳具ではなく、鉢や水鉢な どの大型製品が出土 し、前代 とは様相が

異なる。萩焼は新 たに出現す るが、数値が示す よ うにごく僅かである。

18世 紀後期～19世 紀前期の伊丹郷町遺跡 は、産地別組成において京焼系陶器 が急増 し、

肥前磁器 と近接す る比率 を示す。それは用途別組成 にも現れ、京焼系陶器の煮沸具の増加

により調理具が食膳具 と拮抗する。また、調度具 も比率を上げ、器種 もバ リエーシ ョンが

増 え、前代までの肥前磁器 の食膳具を中心 に受容す る様相か ら、食膳具を主 とす るものの

他用途具 も増 え、本時期は陶磁器受容が変化す る。
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2兵 庫 津 遺 跡(第68図 一3)

伊丹郷 町遺跡 と類似 す る遺跡 として、兵庫県神戸市兵庫区に所在す る兵庫津遺跡 があ

る。本遺跡は中の島地区を中心 とした古代か ら近代 にかけての複合遺跡である。古代には

大輪 田泊 とよばれ、中世は 日宋貿易の一中心港、近世以降は瀬戸内航路の重要な中継基地

として現代神戸港の基礎 を築いた、古代か ら近代を通 して栄 えた港湾都市である。

①16世 紀末 ～17世 紀前期

本 時期の資料 として第14次 地点の第3・4遺 構面が挙げ られ る。産地別組成 を比率の

高い順に配列す ると(第69図)、 土師質土器29%、 肥前陶器24%、 備前焼24%、 丹波焼

11%、 瀬戸美濃陶器7%、 中国製磁器7.3%、 瓦質土器0.7%、 東播系須恵器2%と 続 く。

用途別組成は食膳具47%、 貯蔵具33%、 調理具16%、 調度具4%に わかれ る(第70図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは土師質土器で、器種 は皿 ・鍋 ・土釜 ・甕 ・火鉢 ・規炉

が出土する。 また、本遺構 では皿の破損が著 しいため比率が高かったが、個体数値 では土

師質土器26%、 肥前陶器25%、 備前焼25%と 近接 し、用途別組成において も食膳具 と調

理具が近い数値 を示す。皿 はロクロ成形 と手つ くね成形があ り、法量もい くつかにわかれ

る。この うち法量の小 さいタイプは口縁部 に灯火芯 を残す ものが60%と 、灯火具に属す る

ものが多い。鍋類 は、焙烙は出土 してお らず、中世か らの継続す る土釜 タイプが主体であ

る。

土師質土器 に続 くのは肥前陶器である。器種 は食膳具の碗 ・皿、調理具の播鉢、貯蔵具

の瓶類が出土す る。この うち食膳具が多 く、その組成 をみ ると肥前陶器58%、 土師質土器

36%、 中国製磁器13.6%、 瀬戸美濃陶器8%と 続 き、中心であることがわか る(第71図)。

品質は碗 ・皿 ともに無文で、皿の見込みには胎土 目や砂 目な どの 目痕 を残す量産品が3に

対 して、絵唐津の懐石具な どの高級品が1で あ り、量産 品が大半を占める。

次に焼締陶器が続 き、この うちで高い比率を示すのは備前焼である。器種は調理具の播

鉢、貯蔵具の甕 ・瓶類が出土する。調理具組成で播鉢をみ ると備前焼24%、 丹波焼16%

と、本産地が高い比率を示す(第72図)。 甕 は貯蔵具組成 で備前焼55%、 丹波焼26.5%、

土師質土器5%、 東播系須恵器1%と 、備前焼 と他産地 とは比率値に大差がある(第73

図)。 これに続 くのは丹波焼で、備前焼 と器種組成 は共通す るが、先の とお り備前焼 よ り高

い比率 を示す器種 はない。
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次いで中国製磁器の比率が高い。器種は食膳具の碗 ・皿が出土す る。先 の通 り、肥前陶

器、土師質土器 と比べ ると中国製磁器 は13.6%と 低い(第71図)。 また、同時期の遺構で

ある第2次 地点第3遺 構面では5%と 低 く、他 の遺構でも同 じ様相を示す。製 品は景徳鎮

窯が多いが、皿は潭州窯の製 品が 目立つ。瀬戸美濃陶器 は食膳具の碗 ・皿で、同 じ国産陶

器である肥前陶器に比べ ると僅かである。懐石具や茶器 に分類 され る志野焼や織部焼な ど

の 「桃 山陶器」は含まれず、無文の量産品が多い。

また、 これ ら施紬陶器 ・磁器 は、先 に述べた肥前陶器 も含 めて、主な器種は食膳具であ

る。その組成 をみ るとこれ ら施紬陶器 ・磁器が77.6%と な り、本時期 の食膳具 は施紬陶器

磁器 が主体であることがわかった。

本時期の兵庫津遺跡の産地別組成は、肥前陶器が土師質土器、焼締陶器 と拮抗する。用

途別組成は食膳具を主 とし、その うちわけで施紬陶磁器が多い。 このよ うな様相は伊丹郷

町遺跡 と共通す る。また、品質は高級品がごく僅かで、量産 品が多いことも同 じである。

さらに、焼締陶器 も近在する産地 を主 に受容す ることも類似す ることなどか ら、両遺跡 を

同一類型に属す ると考え られ る。

②17世 紀後期 ～18世 紀前期

この時期の良好な資料 として第14地 点第2遺 構面があ り、これは宝永5年(1708)に

兵庫津全域 を襲 った大火災面 と考 えられる。

産地別組成を見てみる と(第69図)、 肥前磁器50%、 土師質土器39.8%、 丹波焼5%、

肥前陶器4%、 中国製磁・器0.8%、 備前焼0.6%、 瀬戸美濃陶・器0.2%、 堺 ・明石焼0.1%

と続 く。用途別組成は(第70図)、 食膳具64%、 調理具28%、 貯蔵具3%、 調度具5%

と食膳具が多い。

肥前磁器は産地別組成で比率が高い。器種は食膳具が多 く、その組成 をみ ると肥前磁器

77%、 肥前陶・器14%、 中国製磁器3%、 土師質土器2%と 、肥前磁器が主体である(第

72図)。

兵庫津遺跡 における肥前磁器 の出現期は17世 紀前期～17世 紀中期 と考え られ・7、この

時期 の第2地 点第3遺 構面の産地別組成をみ ると土師質土器30%、 肥前陶器36%、 備前

焼25%と 続き、肥前磁器 は4%と 僅かである。 したがって、17世 紀後期～18世 紀前期 に

17藤 本 史子 ・赤松 和佳他 『兵庫 津 一御 崎本町地点発 掘調 査報 告書 一』大手前大学史学研 究所オープ ン ・リ
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肥前磁器 は急増す ると思われ る。 この他に、調度具の神仏具 ・化粧具が出土す る。 また、

前代 では高級品とす る中国製磁器が ごく僅かに出土 したが、本時期では有 田町で生産 され

た肥前磁器の色絵や染付の食膳具が出土 している。 もちろん量産 品も多 く出土 し、その割

合は 「くらわんか手」な どの量産品が3に 対 して、有 田町で生産 された高級品1と 前代 よ

り量比が縮まる。 しか し、同時期 の資料である第38地 点3面200-HOで は、高級 品1に

対 して量産品4で 、兵庫津遺跡 内で も高級 品に受容差があることがわかった。

土師質土器 は前代 より出土量が減 る。器種は焙烙 ・甕 ・灯火具 ・規炉が出土 し、調度具

と調理具が多い。 この うち調度具組成 をみ ると土師質土器灯火 具56%、 土師質土器規炉

15%、 肥前磁器神仏具14%、 肥前磁器化粧具14.5%と わかれ(第74図)、 土師質土器が

多い。 この灯火具の主器種は皿である。

丹波焼は焼締陶器で高い比率を示す。調理具の播鉢 ・徳利、貯蔵具の甕 が出土する。 こ

れ らの器種は前代では備前焼 よ り低い比率であった。本遺構 の調理具組成では丹波焼播鉢

32%、 備前焼播鉢1%、 堺 ・明石焼揺鉢1%と 、丹波焼が高い比率を示す(第72図)。 甕

も同様で貯蔵具組成では丹波焼60%、 土師質土器37%と 高い比率を示す(第73図)。 し

たがって、本時期における兵庫津遺跡の焼締陶器の主体は備前焼か ら丹波焼へ変わったこ

とが明らかとなる。

他 には、前代まで施紬陶器 ・磁器で比率が高かった肥前陶器は減少す る。但 し、肥前磁

器以外の産地よ りは数値が高いため、一定量あることがわかる。主な器種 は前代 と変わ り

なく食膳具である。

本 時期か ら堺 ・明石焼が出現す るが、出土量はごく僅 かである。また、第38地 点か ら

京焼系陶器 も出現す るが、出土状況は堺 ・明石焼 と類似す る。

本 時期の兵庫津遺跡は、産地別組成では肥前磁器が主体で、土師質土器 、肥前陶器が続

く。焼締陶器 は丹波焼が独 占していた。用途別組成 は肥前磁器の増加 により食膳具が上昇

し、他の器種 と比率値に大差がみ られた。 また、調度具は神仏具や化粧具など器種 が増 え

る。 陶磁器の品質は高級品が僅かで、量産 品を主 とす るが、有 田町で生産 され た高級品を

多 く出土す る例 もあ り、遺跡 内で品質の受容差がみ られ るな ど、これ ら様相は伊丹郷町遺

跡 と共通 し、両遺跡 を同一類型に属す ると認め られ る。

③18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期の資料 として第2地 点第2遺 構面が挙 げられ る。産地別組成 を見てみる と(第69
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図)、 肥前磁器37%、 土師質土器27.8%、 京焼系陶器14%、 肥前陶器11%、 堺 ・明石焼

6.7%、 軟質施紬陶器4%、 瀬戸美濃陶器1.8%、 丹波焼1%、 備前焼0.4%、 瀬戸美濃磁器

0.2%、 京焼系磁 器0.1%と 続 く。用途別組成は(第70図)食 膳具70%、 調理具17%、 調

度具10%、 貯蔵具3%に わかれ る。

本 時期でも肥前磁器 の比率 は高い。器種 は食膳具の碗 ・皿 ・鉢、調度具 の神仏具 ・化粧

具 と豊富な組成である。この うち食膳具組成では(第71図)、 肥前磁器70.7%、 京焼系陶

器11%、 土師質土器6%、 丹波焼5%、 瀬戸美濃磁器2.7%、 京焼系磁器2%、 肥前陶器

1.3%、 中国製磁器1.3%と 、前代 と変わ らず肥前磁器 がもっ とも高い比率を示す。 品質 は

「くらわんか手」などの量産品3に 対 して、有 田町で生産 された高級 品2と その割合が縮

まる。碗 の器形は広東碗 ・望料碗 ・筒型碗 ・半球碗 とバ リエーシ ョンがみ られ る。

肥前磁器に続 くのは土師質土器である。但 し、本遺構 では皿 ・焙烙 など破損 しやすい器

種の数値 が高 く現れたが、個体数値では京焼系陶器 よ り低い。器種は皿 ・焙烙 ・規炉 ・火

鉢 ・壺な ど調度具を主体 とす る。その組成 をみ ると(第74図)、 土師質土器灯火具7%、

土師質土器火鉢11%、 土師質土器規炉類46.2%、 土師質土器壺0.4%、 土師質土器その他

1.2%、 瓦質土器火鉢1.2%、 軟質施紬陶器灯火具20%、 京焼系陶器灯火具7%、 瀬戸美濃

陶器神仏具1%、 肥前陶器神仏具1%、 肥前磁器神仏具2%、 肥前磁器化粧具1.5%、 肥

前磁器文具1.5%と 、土師質土器が半数近い比率である。

土師質土器 に続 くのは京焼系陶器で、前代 より比率が上昇す る。器種は食膳具の碗、調

理具の土瓶 ・土鍋 ・行平、調度具の灯火具 と豊富な組成で、碗以外は本時期か ら出現す る。

特に煮沸具は多 く出土 し、調理具組成では土師質土器焙烙62.7%、 丹波焼播鉢5%、 堺 ・

明石焼播鉢14%、 京焼系陶器 土瓶 ・急須6%、 京焼系陶器 土鍋 ・行平12%と 焙烙 を主体

とす るなかで、播鉢 と競合す る組成を示 し(第72図)、 本時期 に急増す ることがわか る。

焼締陶器は施紬陶器 ・磁器 と比べ ると比率は低いが、堺 ・明石焼、丹波焼、備前焼があ

る。堺 ・明石焼は揺鉢 のみで、調理具組成では堺 ・明石焼14%、 丹波焼5%と 、堺 ・明石

焼播鉢が高い比率を示す(第72図)。 この状況は18世 紀中期か ら現れ、本時期にはその

比率差が増大す ることが明 らか となる。す なわち、本時期には播鉢の主産地が堺 ・明石焼

に移行する。丹波焼 は播鉢 ・徳利 ・甕 ・壺であ り、この うち甕 ・壺が貯蔵具組成で80%を

示 し、この様相は18世 紀前期か ら継続 している(第73図)。 備前焼 は徳利のみで、前代

と同様に出土量は僅かである。

肥前陶器は食膳具の鉢、調度具の神仏具である。18世 紀代 と比べ ると減少 し、18世 紀
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前期に多 く出土 した碗 ・皿は全 く出土 してお らず、鉢のみが出土す る。鉢 も口径が15cm

以上の大型の鉢で、この法量は肥前陶器 のみである。 したがって、本時期 には肥前陶器 の

主器種は大型の鉢へ移行する。

施紬陶器 ・磁器 はこれ ら以外に、軟質施紬陶器は灯火具、瀬戸美濃陶器 は碗 ・神仏具、

瀬戸美濃磁器 は碗 、京焼系磁器 は鉢 ・神仏具が出土す る。 この うち軟質施紬陶器の灯火具

はこの時期か ら出現 し、調度具組成をみ ると軟質施紬陶器灯火具21%、 京焼系陶器灯火具

8%、 土師質土器灯火具7%と 半数以上の比率であ り(第74図)、 出現 と同時に大量に用

いられ る。

本 時期の兵庫津遺跡の産地別組成は、京焼系陶器が急増 し、肥前磁 器と近接す る値 を示

す。 それは用途別組成にも現れ、京焼系陶器 の煮沸具の増加 により調理具が食膳具 と拮抗

していた。これ ら様相 は伊丹郷 町遺跡 と共通 し、両遺跡を同一類型 に属す ると考えられ る。

3そ の他 の在 郷 町型 遺 跡

伊丹郷町遺跡 ・兵庫津遺跡 は近世を通 して述べたが、他に同じ特徴 を示す遺跡 ・遺構 が

ある。 ここでそれを検討する。

17世 紀後期～18世 紀前期の様相 と共通す る大阪府枚方市の枚方宿遺跡 は、三矢町地区

第23次 調査において宝永8年(1711)の 火災層を検出 し(第2図 一7)、 ここか らは17

世紀後期～18世 紀初頭 の大量の火災に遭った陶磁器が出土 した。産地別組成を比率の高い

順 に配列す ると、肥前磁器78%、 肥前陶器16.7%、 土師質土器6%、 備前焼1%、 中国

製磁器1%、 丹波焼0.7%、 京焼系陶器0.7%、 信楽焼0.4%、 堺 ・明石焼0.1%、 瀬戸美

濃陶器0.4%と 続 く(第61図)。 用途別組成は食膳具75%、 調理具3%、 貯蔵具1%、 調

度具20%に わかれ る(第62図)。

肥前磁 器が産地別組成で高い比率を示す。器種は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 ・小圷 、調度具の

神仏具、化粧具 と豊富な組成である。 この うち食膳具が多 く、その組成 をみ ると肥前磁器

78%、 肥前陶器18%、 土師質土器2%、 中国製磁・器1%、 京焼系陶器1%と 、これが主体

である。品質は有 田町で生産 された染付や赤絵などの高級食膳具1に 対 して、「くらわんか

手」などの量産品3で 、量産 品が多い。

肥前磁器に続 くのは肥前陶器 で、主な器種は食膳具の碗 ・皿 ・鉢 と調度具の神仏具であ

る。土師質土器は皿 と焙烙が出土 し、この うち焙烙は調理具組成で17%と 高い比率を示す

(第64図)。 焼締陶器 は備前焼の比率が高い。主な器種は播鉢 と調度具の鉢である。 この
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うち播鉢 は調理具組成で丹波焼12%、 備前焼11%、 信楽焼8%、 堺 ・明石焼5%と(第

64図)、 丹波焼 と備前焼の比率が拮抗するが、他の産地も一定量出土す る。備前焼に続 く

のは丹波焼である。主な器種は揺鉢 と甕で、この うち甕は貯蔵具組成では丹波焼65%、 信

楽焼35%と(第65図)、 これ も多 く出土す る。このことか ら、揺鉢 ・甕の主産地は丹波焼

であることがわかった。

この他 、中国製磁器 は食膳具の皿 ・鉢、堺 ・明石焼は播鉢、京焼系陶器 は食膳具の碗、

調理具の煮沸具な どが出土す る。

また、本遺構か ら出土 した土器 ・陶磁器 は使用痕がない ことか ら、これ らの遺物は 「瀬

戸物屋」で販売 された・8商品 と考え られ、そのため出土 した製 品は消費者 のニーズに合 う

ものを揃 えていた と察 しえる。 したがって、17世 紀後期～18世 紀前期に肥前磁器 の受容

が高かったことがわかる。

枚方宿遺跡の土器 ・陶磁器 は、産地別組成では肥前磁器が主体で、その他 も施紬陶器 ・

磁器 が高い比率 を示 し、堺 ・明石焼、京焼系陶器な どが新たに出現する。用途別組成は食

膳具が圧倒的に高い比率で、他の器種 と比率値 に大差がみ られ る。陶磁器 の品質は高級 品

が僅 かで、量産品を主 とするなど、 これ ら様相 は伊丹郷町遺跡の17世 紀後期～18世 紀前

期の様相 と共通 し、両遺跡 を同一類型 と属す ると考 えられ る。

4小 結

伊丹郷町遺跡 を基準 として、兵庫津遺跡 ・枚方宿遺跡 の土器 ・陶磁器の産地 ・用途別組

成 を検討 した。 これ らの遺跡が同一類型であるとみた。在郷町型遺跡 の特徴 ・相違点 をま

とめると、以下の ようになる。

16世 紀末～17世 紀前期の2遺 跡の産地別組成は、共通 して肥前陶器 、土師質土器、焼

締陶器が拮抗す る。用途別組成 もまた2遺 跡 ともに、食膳具を中心 とし、これ に貯蔵具、

調理具が続 く組成 で、調度具のバ リエーシ ョンは少な く灯火具のみであった。 さらに2遺

跡 ともに品質は貿易陶磁器や志野焼 ・織部焼な どの懐石具 ・茶器 などの高級品はごく僅 か

で、肥前陶器 の量産 品が大半を占めていた。また、これ ら2遺 跡以外 に、同 じ様相 を示す

遺跡 として、八尾市 の八尾寺 内町遺跡 、枚方 市の枚方宿遺跡 が挙 げ られ る。

17世 紀後期～18世 紀前期 に至ると、産地別組成では伊丹郷町遺跡 、兵庫津遺跡 、枚方

18下 村節子 「掘 り出 された茶碗屋 一枚 方宿遺跡 一」『中世末～近世の貿易陶磁器 流通の諸問題 』第27回 日本貿易陶磁
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宿遺跡 ともに、前代で高い比率を示 した焼締陶器は下降 し、肥前磁器が急増 し主体 となる

が、土師質土器、肥前陶器 も一定量出土す る。用途別組成 も3遺 跡 ともに、肥前磁器の食

膳具の急増によ り上昇 し、本時期 には他の器種 との比率値に大差が認 められ る。その うち

調度具は神仏具や化粧具な どが僅かに増え、器種にバ リエーシ ョンがみ られ始 める。品質

は、3遺 跡 ともに高級品は僅かで、量産品を主 とす る。 この うち伊丹郷町遺跡や兵庫津遺

跡では有 田町で生産 された高級品を多 く所持す る例 もあ り、遺跡 内で高級陶磁器の受容差

が本 時期か らみ られ始める。

3遺 跡の他に同じ様相 を示す遺跡 として、大阪狭 山市の狭 山藩 陣屋跡、八尾市の八尾寺

内町遺跡 、大和郡山市の郡山城 下町跡が挙 げられ る。

18世 紀後期～19世 紀前期 に至ると、伊丹郷町遺跡、兵庫津遺跡では産地別組成 では京

焼系陶器 が急増 し、肥前磁器 と拮抗す る比率 となる。その要因は煮沸具の急増 によるもの

で、用途別組成 において依然 として食膳具が高い比率を示すが、調理具が近接す る値まで

上昇す る。 このよ うに陶磁器受容 に変化はあるものの、肥前磁器の食膳具を主体 とす る傾

向には変わ りはない。品質は量産品を中心 とす るが、高級品の割合が増 える。

2遺 跡 の他 に同 じ様相 を示す遺跡 として、八尾市の八尾寺内町遺跡、大和郡 山市の筒井

城跡 などが挙げ られ る。

焼締陶・器の主産地は、16世 紀末～17世 紀前期では伊丹郷町遺跡 ・兵庫津遺跡は近接す

る産地 を主に受容 していた。 しか し、同類型 とみた八尾寺内町遺跡や枚方宿遺跡では備前

焼が多 く出土 してお り、近郊 に窯場がない場合 は広域流通品を受容 した と考 えられる。 こ

れが17世 紀後期～18世 紀前期に至る と広域流通品ではなく、丹波焼や信楽焼 が分布圏を

広げ、近郊の遺跡 で多 く受容 され る様相に変化す る。 さらに、18世 紀後期～19世 紀前期

では窯場に近ければ近い程に前代の組成を継続す るが、そ うでなければ播鉢は堺 ・明石焼

に、甕については多産地が競合 し、前代 より流入形態が複雑化す る。

このように、近世 にお ける産地別組成や用途別組成の変化 は上記の遺跡 で概ね共通 した

様相 を呈 していた。 したがって、これ ら遺跡を同一類型 に属す るとみなし、伊丹郷 町遺跡

の特徴 と共通す るため㎜在郷町型遺跡 と称す。

第4節 近 畿 の集 落 型 遺 跡 にお け る土器 ・陶磁 器 の様 相

1都 市型遺跡、II城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡 と異なる土器 ・陶磁器様相 を示す一群

がある。 これ らは17世 紀後期以後に際立った特色 をもつ遺跡が認め られた。その代表例
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として中百舌鳥遺跡 を基準 とし、時期区分についてはほぼ都市型遺跡 と同 じであったため、

その画期に準 じて検討す る。

1中 百舌 鳥 遺 跡

①17世 紀後期～18世 紀前期

本遺跡 は堺市 中百舌鳥町に所在 し(第2図 一12)、 古墳時代か ら江戸時代の遺構 を検 出

す る複合遺跡 である。江戸時代は街中を通 る西高野街道沿いに万代赤畑村 ・万代金 口村 ・

万代東村 と呼ばれた集落が形成 された ところである。 これ ら集落 は農業主体で米作の他 に

木綿栽培、栗 ・稗 ・大豆 ・蕎麦などが作 られていた。本資料で取 り上げるNAN15地 点は

江戸時代の開拓土豪屋敷 として有名な筒井家住宅の屋敷地内に位置す る。

本 時期の良好な遺構 としてSDOO2が 挙 げられ る。産地別組成 を比率の高い順に配列す

ると、肥前磁・器57%、 土師質土器17%、 肥前陶器11%、 堺 ・明石焼6%、 瀬戸美濃陶器

5%、 備前焼3%、 軟質施紬陶器1%と 続 く(第55図)。 用途別組成 は食膳具65%、 調理

具17%、 調度具16%、 貯蔵具2%に わかれる(第56図)。

産地別組成で高い比率 を示すのは肥前磁器 である。器種 は食膳具が多 く、その組成では

肥前磁器 が85%を 示す(第57図)。 その うちで碗が77%と 高い比率である。これ らは 「く

らわんか手」などの量産品4に 対 して有 田町で生産 された高級品1で 、圧倒的に量産品が

多い。また、 「くらわんか手」は初期のものはな く、18世 紀前期以降に出現す る製 品が 目

立っ。食膳具以外には神仏具や瓶 などの調度具が出土す るが、その量は少 ない。本遺跡 の

月巴前磁器 の出現時期は不明である。ただ、17世 紀中期～後期 にかけて各地で多 く分布す る

腰張筒型碗が僅かに出土する。 したがって、肥前磁器 の増加 は18世 紀前期か らと考 えら

れ る。

肥前磁器 に続 くのは土師質土器で、皿 ・羽釜 ・甕 ・灯火具 ・規炉類 ・ミニチュア土製 品

と豊富な器種組成 である。羽釜が多 く、調理具組成で50%を 示す(第55図)。 また、皿 は

灯火芯 を残す ものが多い。

次に高い比率を示す のは月巴前陶器 で食膳具が出土 し、その組成をみると13%と 月巴前磁器

に比べ ると大差が認め られるが、次の土師質土器 よ りは高い比率を示す(第57図)。 主な

器種 は碗で、京焼風陶器 ・刷毛 目 ・呉器手 など豊かな装飾である。

また、本遺構では肥前磁器 ・肥前陶器な どの施紬陶器 ・磁器は、産地別組成で も高い比

率 を示 し、これ らを合わせ ると68%を 示す。主な器種 は食膳具で、その組成において98%
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を示す。 したがって、本遺構 は肥前磁器 ・肥前陶器の食膳具が主体に構成 され ていること

がわかる。

焼締陶器 で比率が高いのは堺 ・明石焼で、本時期か ら出現す る。器種 は播鉢 で、調理具

組成 で独 占する(第58図)。 同 じ材質である備前焼は徳利が出土す る。同時期の遺構では

調度具の鉢が出土す るが、備前焼 は総 じて僅かである。

本遺跡 における17世 紀後期～18世 紀前期は、産地別組成 において肥前磁器が主体で、

これに土師質土器 、肥前陶器が続 く。用途別組成は食膳具 を主体 とし、調理具、貯蔵具が

出土 し、調度具は ごく僅かであった。また、本時期か ら堺 ・明石焼が出現 し、播鉢 は本産

地が独 占す る。

②18世 紀後期 ～19世 紀前期

本 時期の資料 として中百舌鳥遺跡SEOO1が ある。産地別組成は肥前磁器52%、 土師質

土器19%、 堺 ・明石焼10%、 瀬戸美濃陶器6%、 肥前陶器5%、 京焼系陶器5%、 丹波

焼1%、 信楽焼1%、 軟質施紬陶器1%と 続 く(第55図)。 用途別組成は食膳具62%、 調

理具24%、 調度具12%、 貯蔵具2%と 、調理具の比率が上が る(第56図)。

本 時期において も肥前磁器が依然 として比率が高い。主な器種 は前代 と変わ りな く食膳

具で、その組成 をみ ると77%と 高い比率を示す(第57図)。 碗のタイプは丸碗 が多いが、

望料碗、半球碗、筒型碗 と前代 より豊富 となる。品質 も有 田町で生産 された高級品1に 対

して 「くらわんか手」などの量産品3と 、前代 よ りその割合が縮 まる。また、食膳具以外

に神仏具や化粧具などの調度具の比率 も前代 より上昇す る。

肥前磁器に続 くのは土師質土器で これ も前代 と変わ りない。主な器種 も焙烙 ・甕 ・灯火

具 ・火鉢 で、前代の様相 を継続す る。その中で火鉢 は急増 し、調度具組成 で36%と 高い比

率 を示す(第60図)。

焼締陶器 で比率が高いのは本 時期 でも堺 ・明石焼で、器種 も変わ りな く揺鉢のみである。

これに続 くのは瀬戸美濃陶器で前代 より比率が上がる。食膳具の碗、調理具の片 口、調度

具の火鉢が出土する。特に、食膳具は鎧碗、丸碗な どの喫茶碗 と考え られ るものが多 く、

この影響によ り産地別組成での比率を上げる。

この他、肥前陶器は前代よ り比率を下げるが、食膳具を主体に出土す る。その中で鉢 に

ついては、本産地のみであ り、 これの受容 により一定量を保持 した と思われ る。京焼系陶

器は本時期か ら出現 し、前代で施紬陶器 の主体であった肥前陶器 と近似す る比率を示す。
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主な器種は碗 と鍋類であるが、出土量は少 ない。丹波焼 ・信楽焼の主な器種は甕で、これ

らは貯蔵具組成では土師質土器38%、 丹波焼31%、 信楽焼甕31%と 拮抗す る(第59図)。

本遺跡 における18世 紀後期～19世 紀前期 は、前代に引き続き肥前磁器が産地別組成で

中心であるが、堺 ・明石焼、瀬戸美濃陶器 なども僅かではあるが比率を上げる。用途別組

成 も食膳具が依然 として高い比率だが、調度具の比率 も上がる。 また、新たに京焼系陶器

が出現するが、出土量は僅かである。

2小 結

中百舌鳥遺跡の土器 ・陶磁器 の産地別組成 ・用途別組成 を検討 した。 ここでは類似する

遺跡 も上げ、その様相をま とめる。

17世 紀後期～18世 紀前期 は、産地別組成では肥前磁器が主体で、これ に土師質土器、

肥前陶器 が続 く。用途別組成 は食膳具が多 く、調度具はごく僅かで、その器種 も灯火具が

主体で、化粧具や文具な どの嗜好品は ごく僅かであった。本時期か ら堺 ・明石焼が出現 し、

播鉢 は本産地が独 占する。品質は高級品が少な く、量産 品が主体である。 このよ うに、本

時期では肥前磁器 の食膳具が多 く受容 され、その他の器種は少な く、品質も量産品が主で

あった。中百舌鳥遺跡 と同 じ様相 を示す遺跡 として、兵庫県たつの市の馬立遺跡、大阪府

阪南市の馬川遺跡 と尾崎海岸遺跡な どがある。

18世 紀後期～19世 紀前期では、産地別組成は前代 と変 わらず肥前磁器が中心であるが、

堺 ・明石焼、瀬戸美濃陶器 な ども僅かに比率は上がる。用途別組成 も食膳具の比率が依然

として高いが、調度具 も増え、灯火具以外 に神仏具や瓶類な どの器種 がみ られ る。 また、

新たに京焼系陶器 が出現するが、出土量は僅かである。 このよ うに、本時期には調度具が

増 えるものの、中心は前代 と変わ らず肥前磁器の食膳具である。 中百舌鳥遺跡 と同 じ様相

を示す遺跡 として、兵庫県たつの市の馬立遺跡、大阪府八尾市の宮町遺跡 ・志紀遺跡な ど

の集落跡 がある。

本類型は中百舌鳥遺跡 を基準 とす ることや、他の遺跡 の性格が集落跡が多いため、これ

らをIV集 落型遺跡 と称す。

第5節 近 畿 に お け る 土 器 ・陶 磁 器 の 様 相

近畿の うち41の 遺跡 を分析 した結果、1都 市型遺跡、II城 下町型遺跡、皿在郷町型遺

跡、IV集 落型遺跡 の4類 型に分類できた。本節では、 これ ら遺跡の特徴 を改めて比較検討
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し、近世近畿の土器 ・陶磁器の様相を明 らかに したい。

16世 紀末～17世 紀前期にかけて近畿に分布す るのは1都 市型遺跡、11城 下町型遺跡、

皿在郷町型遺跡の3類 型である。産地別組成は、量比が異なるものの土師質土器を主体 と

し、 これに肥前陶器 を中心 とす る施紬陶器 ・磁器が続き、焼締陶器の比率が低 い点が概ね

共通す る。 しか し、1都 市型遺跡、II城 下町型遺跡 では施紬陶器 ・磁器の比率が50%以 上

を示すのに対 して、皿在郷町型遺跡は50%未 満で、さらに遺構によってその比率に変動が

み られ る。

3類 型の用途別組成を見てみ ると、食膳具が高い比率を示 し、これ に調理具 ・貯蔵具 ・

調度具が続 くのも概ね共通す る。食膳具の中心は肥前陶器 を主 とす る施紬陶器 ・磁器で、

1都 市型遺跡 、11城 下町型 遺跡 、皿在郷町型遺跡ではこれ らを 日用器 として受容 した と

考 えられる。

施紬陶器 ・磁器の うち中国製磁器や朝鮮王朝陶磁器、東南アジア陶器な どの貿易陶磁器

の全体量に対す る比率は、1都 市型遺跡では20～30%を 示すが、II城下町型遺跡10%台 、

皿在郷町型遺跡は5%未 満 であ り、受容量が大 きく異なることがわかった。また、1都 市

型遺跡では地点の性格 よって、瀬戸美濃陶器や肥前陶器 などの 「桃山陶器」に分類 される

懐石具や茶器 、中国製磁器 な どの高級品が突出 して高い比率を示す例 が認 められ るが、他

の類型ではそのよ うな例は認 められず、1都 市型遺跡 と他2類 型 とは高級陶磁器に受容差

があった。

焼締陶器 は3類 型 とも、主製 品は播鉢 ・甕であった。産地は近郊に窯場 がある場合はそ

れ を主に受容 し、なければ広域流通品である備前焼 を受容す る様相を示 していた。

17世 紀後期～18世 紀前期 になると、上記の3類 型に新たにIV集 落型遺跡が加わる。産

地別組成を見てみ ると、肥前磁器が高い比率を示 し、 これに施紬陶器 ・磁器、土師質土器

が続 き、焼締陶器 の比率が低い点は、1都 市型遺跡、11城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡、

IV集 落型遺跡 とも共通す る。肥前磁器の増加す るのは1都 市型遺跡が17世 紀中期～17世

紀後期、II城 下町型遺跡では17世 紀後期、皿在郷町型遺跡は17世 紀後期～18世 紀前期

で、IV集 落型遺跡 はこれ らより遅い18世 紀前期に増加す る。 この ことか ら、IV集 落型遺

跡は他の3類 型 よ り肥前磁器 を 日用器 としての定着時期 に差があったことがわかる。

また、京焼系陶器や堺 ・明石焼 などの新産地の出現期 はIV集 落型遺跡以外の3類 型では

本時期には出現 してお り、 したがって、1都 市型 ・11城下町型 ・皿在郷町型遺跡の3遺 跡

とIV集 落型遺跡では陶磁器受容に時期差が認め られた。

193



本 時期の高級 品として貿易磁器以外 に有 田町で生産 された高級磁器 が出土す るよ うにな

る。量産品との割合は、1都 市型遺跡では高級 品2に 対 して量産 品3、II城 下町型遺跡で

は高級品2に 対 して量産品3と 同様になる。皿在郷町型遺跡では高級 品1に 対 して量産品

3で 前代 より割合 が僅かに縮 まる。IV集 落型遺跡は高級 品1に 対 して量産品4と 先の3遺

跡 より高級品の割合が さらに少なく、本時期には高級陶磁器 の各類型 において量比に増減

がみ られた。

また。1都 市型遺跡、皿在郷町型遺跡では遺跡内で高級品の受容差がある。 これ らの類

型では高級品の内容が大 きく異なる。1都 市型遺跡では中国製磁器の清朝磁器や有田町で

生産 された肥前磁器の金欄手の最高級品が出土す る。皿在郷町型遺跡 からは有 田町で生産

された染付 ・色絵 などの国産磁器が中心で品質 に差異がある。後者の状況 はむ しろ11城 下

町型遺跡 と共通す ることか ら、皿在郷町型遺跡 内にr【城下町型遺跡の陶磁器様相を示す例

が現れた とみることができる。

18世 紀後期～19世 紀前期の近畿では、1都 市型遺跡、II城下町型遺跡、皿在郷町遺跡、

IV集 落型遺跡 の産地別組成は前代 と変わ らず肥前磁器が高い比率を示 し、土師質土器が さ

らに減少 し、陶磁 器主体 となることは4類 型 とも類似す る。用途別組成で食膳具 ・調理具

が高い比率であることも同 じで、食膳具組成で肥前磁器 が50%以 上を示す ことも共通す る。

しか し、京焼系陶器の受容が4類 型で異なる。1都 市型遺跡では、産地別組成において

京焼系陶器の煮沸具の増加 によ り、前代まで中心であった肥前磁器を上回る比率 となる。

用途別組成においても調理具が食膳具 よ り高い比率 を示 してい る。II城 下町型遺跡 、㎜在

郷町型遺跡で も1都 市型遺跡の ような大きな変化はないが、本時期に京焼系陶器の煮沸具

が増加 し、用途別組成 において調理具が食膳具 と近接 した比率を示す様相 に変化 している。

しか し、IV集 落型遺跡 では京焼系陶器の煮沸具が出土す るが、 この ような変化 はみ られな

い。 また、京焼系陶器 の煮沸具 と連動 して増加す ると考えられ る土師質土器の規炉 ・火鉢

の出土量は僅 かであった。

本 時期では1都 市型遺跡で突出 して高い比率を示す地点 もあるが、それ を省 くと1都 市

型遺跡、II城 下町型遺跡、皿在郷町型遺跡で高級品の割合に大きな差はな くなるが、IV集

落型遺跡 では前代 より割合は少なくなるが依然 として差異はみ られた。

以上、近畿の土器 ・陶磁器の産地別組成、用途別組成 を比較検討 し、土器 ・陶磁器の様

相が4類 型に分類 できることがわかった。1都 市型遺跡 は江戸時代を通 して、器種 の変化

や新器種の出現 については早 く変化 したが、他の類型 とは17世 紀後期～18世 紀前期か ら
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類似点がみ られ る。また、皿在郷町型遺跡 は18世 紀後期～19世 紀前期にはII城 下町型遺

跡 と同 じ様相へ と変化 し、1都 市型遺跡 ともそれ以前 より様相差がな くなる。 しか し、IV

集落型遺跡は一貫 して他の3類 型 とは共通性が少ない ことが明らか となった。
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